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は
じ
め
に

一
、
絵
巻
の
客
観
的
事
項
と
伝
来

（
一
）
品
質
形
状
・
法
量

（
二
）
伝
来
お
よ
び
東
京
国
立
博
物
館
模
本
の
存
在

二
、
絵
巻
の
内
容
と
構
成

三
、
造
形
と
制
作
事
情

（
一
）
人
物
描
写
と
そ
の
魅
力

（
二
）
支
持
層
と
し
て
の
東
本
願
寺

（
三
）
正
本
・
副
本
の
問
題

　
　

お
わ
り
に

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
年
春
、
京
都
国
立
博
物
館
で
特
別
展
覧
会
「
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
当
時
同
館
に
所
属
し
て
い
た
私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
構

想
・
企
画
か
ら
展
示
構
成
ま
で
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ
の

転
換
期
、
京
狩
野
の
初
代
・
二
代
と
し
て
活
躍
し
た
狩
野
山
楽
（
一
五
五
九
～
一
六
三
五
）

と
狩
野
山
雪
（
一
五
九
〇
～
一
六
五
一
）、
こ
の
両
者
を
つ
な
ぐ
初
め
て
の
回
顧
展
で
、
準

備
期
間
は
五
年
余
。
ご
所
蔵
者
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
本
格
的
な
回

顧
展
と
な
り
、
新
出
作
品
九
件
は
じ
め
初
公
開
作
品
十
五
件
、
海
外
か
ら
の
里
帰
り
作
品

四
件
、
こ
れ
ら
を
含
む
山
楽
・
山
雪
の
重
要
作
品
八
十
三
件
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
（
（
（

。

　

な
か
で
も
「
老
梅
図
襖
」（
米
国
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
な
ら
び
に
「
群
仙
図
襖
」

（
米
国
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
）
各
四
面
が
、
妙
心
寺
・
天
祥
院
方
丈
で
表
裏
を
成
し
て

い
た
旧
状
へ
と
復
元
的
に
展
示
さ
れ
た
こ
と
や
、
二
巻
あ
わ
せ
て
二
〇
m
を
超
え
る
美
麗

な
「
長
恨
歌
図
巻
」（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
）
が
ほ
ぼ

全
巻
に
わ
た
っ
て
展
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
海
外
か
ら
里
帰
り
し
た
山
雪
作
品
に
は
、
と

り
わ
け
熱
い
視
線
が
注
が
れ
た
。
ま
た
、「
雪
汀
水
禽
図
屛
風
」（
重
要
文
化
財
）
や
「
蘭

亭
曲
水
図
屛
風
」（
重
要
文
化
財
、
京
都
・
随
心
院
）
な
ど
、
つ
と
に
知
ら
れ
る
山
雪
の
代

表
作
の
す
ば
ら
し
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

展
覧
会
は
幸
い
好
評
を
博
し
、
九
万
人
以
上
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の

だ
っ
た
。

　

一
方
、
研
究
者
に
と
っ
て
企
画
展
へ
の
興
味
は
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作

品
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
あ
り
、
企
画
者
に
と
っ
て
の
展
覧
会
の
醍
醐
味
も
、
む
し
ろ
そ

の
点
に
あ
っ
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
絵
巻
は
、
そ
う
し
た
出
品
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

東
京
都
墨
田
区
の
両
国
国
技
館
内
に
あ
る
相
撲
博
物
館
が
所
蔵
す
る
狩
野
山
雪
筆
「
武
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六
八

家
相
撲
絵
巻
」
一
巻
（
図
版
八
、
挿
図
1
）。「
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
展
準
備
中
の
二
〇
〇

九
年
、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
出
雲
と
相
撲
」
展
に
出
品
さ

れ
て
い
た
絵
巻
な
の
だ
が
、
私
は
同
展
を
拝
見
す
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
、
図
録
掲
載

の
図
版
に
よ
っ
て
存
在
を
知
っ
た
（
（
（

。
美
術
史
研
究
者
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ず
に
い
た
絵
巻

で
あ
り
、
山
雪
研
究
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
絵
巻
で
あ
る
。

　

同
展
の
図
録
を
拝
見
す
る
と
、
図
版
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
狩
野
山
雪
筆
」
と
表
示
さ
れ

て
い
る
。
で
も
な
ぜ
山
雪
筆
と
い
え
る
の
か
、
作
品
解
説
を
読
ん
で
も
分
か
ら
な
い
。
掲

載
さ
れ
た
図
版
も
、
絵
巻
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
歴
史
学
・
民
俗
学
の
観
点
か
ら
企

画
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
り
、
描
い
た
画
家
の
こ
と
よ
り
も
描
か
れ
た
内
容
の
方
が
問
題
に

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
二
年
秋
、
大
阪
大
学
の
奥
平
俊
六
教
授
と
と
も
に

相
撲
博
物
館
を
訪
ね
、
現
物
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
（
（

。

　

巻
き
広
げ
て
画
が
現
れ
る
と
、
す
ぐ
狩
野
山
雪
の
直
筆
で
あ
る
と
私
は
直
感
し
た
。
そ

し
て
、
一
二
m
を
超
え
る
長
さ
の
画
面
を
最
後
ま
で
拝
見
し
終
わ
っ
た
と
き
、
山
雪
の
嗣

子
永
納
に
よ
る
「
山
雪
筆
」
と
証
し
た
奥
書
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
注
文
主
や
制
作
目
的
な
ど
重
要
な
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
絵
巻
を
初
め
て
美
術
史
の
文
脈
か
ら
と
ら
え
、
山
雪
の
画
業
の
中
に
位
置
づ
け

た
い
、
そ
う
い
う
思
い
が
湧
き
あ
が
っ
て
、
思
わ
ず
そ
の
場
で
「
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
展

へ
の
出
品
を
お
願
い
し
た
。
幸
い
快
く
承
諾
を
い
た
だ
き
、
美
術
展
へ
の
初
め
て
の
出
品

が
実
現
し
た
の
だ
っ
た
。

　

絵
巻
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
は
展
覧
会
図
録
（
（
（

に
も
記
し
た
が
、
図
録
と
い
う
性
格
か

ら
充
分
に
語
り
尽
く
せ
て
い
な
い
し
、
幕
末
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
絵
巻
の
模
本
の
存
在
を

は
じ
め
、
展
覧
会
後
に
知
り
得
た
新
た
な
事
実
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た

新
知
見
を
含
め
て
、
こ
の
絵
巻
を
あ
ら
た
め
て
詳
し
く
紹
介
し
、
山
雪
の
画
業
に
お
け
る

意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
順
に
述
べ
て
い
く
。
ま
ず
、
こ
の
絵
巻
に
関
わ
る
客
観
的
事
項

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、幕
末
期
の
模
本
を
紹
介
し
、伝
来
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

続
い
て
、
画
上
の
詞
書
を
翻
刻
し
、
描
か
れ
た
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、
各
場
面
の
絵
画

化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
他
の
山
雪
作
品
と
細
部
を
比
較
し
て
山
雪
直
筆

で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
、
あ
わ
せ
て
山
雪
の
人
物
表
現
、
群
像
表
現
に
つ
い
て
論
じ
る
。

さ
ら
に
奥
書
の
検
討
を
も
と
に
山
雪
の
支
持
層
の
問
題
に
も
触
れ
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
山
雪
作
品
に
は
「
漢
」
の
主
題
が
多
く
、
そ
の
た
め
山
雪
の

作
家
像
も
「
漢
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。
一
方
、こ
の
絵
巻
は
珍
し
く
純
粋
に
「
和
」

の
主
題
で
あ
る
。
山
雪
の
作
品
リ
ス
ト
に
加
え
れ
ば
、
山
雪
の
作
家
像
に
も
修
正
を
加
え

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　

一
、
絵
巻
の
客
観
的
事
項
と
伝
来

（
一
）
品
質
形
状
・
法
量

　
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
は
、
蓋
に
墨
書
「
能
雄
名
虎
河
津
股
埜
絵
巻
山
雪
画
」
の
貼
紙
が

な
さ
れ
、
木
口
に
直
接
「
山
雪
角
力
之
画
巻
物
」
と
書
さ
れ
た
文
人
指
蓋
の
木
箱
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
紙
本
墨
画
淡
彩
、
本
紙
の
縦
三
三
・
六
㎝
、
全
長
一
二
六
二
・
四
㎝
、
つ

ま
り
一
二
m
を
優
に
超
え
る
長
大
な
絵
巻
で
あ
る
。
巻
頭
・
巻
末
に
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
数
㎝

幅
の
や
や
短
い
幅
の
紙
を
用
い
る
も
の
の
、
そ
の
間
に
は
、
五
〇
・
二
～
五
一
・
八
㎝
の

ほ
ぼ
一
定
幅
の
紙
を
二
十
二
紙
、
例
外
と
し
て
二
十
数
㎝
幅
の
短
い
紙
を
二
紙
、
合
わ
せ

て
二
十
六
紙
を
横
に
つ
な
い
で
画
面
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
例
外
は
第
十
三
紙
の
二
七
・

五
㎝
幅
と
第
十
五
紙
の
二
三
・
〇
㎝
幅
で
、
両
幅
を
足
す
と
五
〇
・
五
㎝
と
な
り
基
本
の

紙
幅
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
一
紙
を
左
右
に
二
分
割
し
て
用
い
た
も
の
で
、
両
紙

の
間
に
基
本
幅
の
紙
を
第
十
四
紙
と
し
て
挟
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
第
十
四

紙
に
、
第
七
場
面
の
連
続
す
る
図
様
を
お
さ
め
よ
う
と
し
た
意
図
的
な
操
作
と
考
え
ら
れ
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七
〇

る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
絵
巻
の
紙
継
ぎ
は
、
け
っ
し
て
不
規
則
な
も
の
で
は
な

い
し
、
あ
り
あ
わ
せ
の
紙
を
つ
な
い
だ
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。
薄
い
紙
質
の
も
の
で
は

あ
る
が
、
裏
打
ち
も
な
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
少
し
補
修
跡
が
あ
る
も

の
の
補
筆
等
は
な
い
。

　

詳
し
く
は
次
章
に
記
す
が
、
闊
達
な
筆
描
と
透
明
感
の
あ
る
藍
や
代
謝
、
朱
、
黄
な
ど

の
淡
彩
に
よ
っ
て
、
相
撲
の
取
り
組
み
十
二
図
が
描
き
継
が
れ
、
各
図
に
対
応
し
た
流
麗

な
詞
書
が
、
要
所
要
所
に
細
筆
に
よ
っ
て
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
巻
末
に
、
次
の
よ
う

な
奥
書
が
中
太
の
筆
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
（
挿
図
2
）。

　
　
　
　

右
相
撲
図
、
在
前
者
能
雄
名
虎
之
事
、
在
後
者

　
　
　
　

河
津
股
野
之
事
也
、
東
泰
院
前
門
主
為
所
進

　
　

将
軍
家
、
使　
　

先
君
山
雪
始
図
之
、　　
　
　

永
納
識

　

山
雪
の
嗣
子
、
狩
野
永
納
（
一
六
三
一
～
九
七
）
に
よ
る
奥
書
で
あ
り
、
筆
跡
は
、
永

納
の
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
（
（
（

。
こ
の
奥
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
（
二
）
で
、

あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。

（
二
）
伝
来
お
よ
び
東
京
国
立
博
物
館
模
本
の
存
在

　

相
撲
博
物
館
は
、
初
代
館
長
の
酒
井
忠
正
氏
（
一
八
九
三
～
一
九
七
一
）
が
長
年
に
わ

た
っ
て
収
集
し
た
資
料
を
基
礎
に
、
国
技
と
し
て
の
相
撲
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
、
昭

和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
九
月
、
蔵
前
国
技
館
の
完
成
と
同
時
に
開
館
し
た
。
酒
井
忠

正
氏
は
旧
姫
路
藩
主
酒
井
家
の
第
二
十
一
代
。
無
類
の
相
撲
好
き
で
、
若
い
こ
ろ
か
ら
相

撲
に
関
す
る
資
料
の
収
集
に
熱
中
し
て
い
た
と
い
う
。「
武
家
相
撲
絵
巻
」
は
、
そ
の
収

集
品
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
（
二
〇
一
六
年
）
春
、
私
は
、
伝
来
に
関
わ
る
、
あ
る
事
実
を
知
る
こ

と
に
な
っ
た
。「
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
展
の
あ
と
、
私
は
京
都
国
立
博
物
館
か
ら
東
京
国

立
博
物
館
に
移
っ
て
い
た
が
、
東
京
国
立
博
物
館
（
以
下
、
東
博
）
所
蔵
の
膨
大
な
木
挽

町
狩
野
家
模
本
の
中
に
、
似
た
よ
う
な
相
撲
絵
巻
の
模
本
が
あ
る
こ
と
を
、
同
僚
の
田
沢

裕
賀
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。早
速
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
山
雪
／
相
撲
図
」模
本（
Ａ–

２
９
９
６
、
以
下
、
東
博
模
本
）
一
巻
（
挿
図
3
）
が
そ
れ
で
、
ま
さ
に
件
の
「
武
家
相
撲

絵
巻
」（
以
下
、
相
撲
博
本
）
と
同
図
様
の
幕
末
期
に
お
け
る
模
本
で
あ
る
と
判
明
し
た
の

で
あ
る
。

　

東
博
模
本
は
、
相
撲
博
本
と
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
（
（
（

。
一
部
写
し
崩
れ
は
あ
る
も
の
の
十
二

場
面
の
図
様
お
よ
び
彩
色
、
詞
書
、
さ
ら
に
永
納
奥
書
ま
で
が
忠
実
に
写
さ
れ
て
い
る
。

図
中
に「
以
上
墨
書
晴
山
写
色
た
て
昆
得
摸
」「
井
上
昆
得
写
」（
第
二
場
面
下
）、「
信
盈
摸
」

（
第
三
場
面
下
）、「
信
盈
摸
」「
井
上
昆
得
写
」（
第
四
場
面
下
）、「
是
迄
昆
得
写
」「
信
盈
摸
」

（
第
七
場
面
下
）、「
従
是
奥
信
盈
摸
」（
第
九
場
面
下
）、「
岩
崎
信
盈
模
」（
第
十
二
場
面
下
）

と
書
き
込
み
が
あ
り
、
晴
山
・
昆
得
・
信
盈
の
三
人
が
分
担
し
て
写
し
た
も
の
と
分
か
る
。

三
村
晴
山
（
の
ち
信
州
・
松
代
藩
絵
師
）・
井
上
昆
得
・
岩
崎
信
盈
（
の
ち
弘
前
藩
絵
師
）
は
、

木
挽
町
狩
野
・
狩
野
晴
川
院
養
信
（
一
七
九
六
～
一
八
四
六
）
門
下
の
狩
野
派
絵
師
た
ち

で
あ
り
、
東
博
蔵
木
挽
町
狩
野
家
模
本
に
、
模
写
者
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
絵
師
た

ち
で
あ
る
。

　

巻
末
に
永
納
奥
書
を
写
し
た
（
（
（

あ
と
、

挿図 2　「武家相撲
絵巻」狩野永納奥
書
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挿図 3　「山雪／相撲図」模本（東京国立博物館蔵、Ａ – 2996）
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二

　
　

右
相
撲
之
図
模
本
者
錦
小
路
家
御
所
蔵
也

　
　

天
保
十
一
年
庚
子
三
月
廿
六
日
夜
於
京
師
旅
館
令
詞
書
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野
藤
太
養
長

と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
（
挿
図
4
）。

　

こ
の
墨
書
を
記
し
た
狩
野
養
長
も
狩
野
晴
川
院
門
下
で
、
九
州
・
肥
後
出
身
の
狩
野
派

絵
師
で
あ
っ
た
。
模
本
が
つ
く
ら
れ
た
場
所
は
京
都
の
旅
館
、
と
き
は
天
保
十
一
年
（
一

八
四
〇
）
三
月
下
旬
、
原
本
は
公
家
の
錦
小
路
家
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
と
分
か
る
（
（
（

。
三
村

晴
山
・
井
上
昆
得
・
岩
崎
信
盈
ら
木
挽
町
狩
野
の
絵
師
た
ち
は
江
戸
か
ら
京
都
に
出
張
し
、

錦
小
路
家
か
ら
絵
巻
を
借
り
受
け
て
模
写
、
狩
野
養
長
が
加
わ
っ
て
京
都
の
旅
館
で
詞
書

を
写
し
、
三
月
二
十
六
日
夜
に
模
本
が
完
成
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
、
天

保
十
一
年
に
狩
野
晴
川
院
は
、
京
都
、
南
都
、
西
国
辺
に
所
在
す
る
宝
物
の
模
写
を
三
村

晴
山
・
中
山
次
鍮
・
糺
晴
岱
・
狩
野
藤
太
（
養
長
）
ら
門
人
た
ち
に
命
じ
、
自
ら
は
赴
か

ず
に
門
人
た
ち
を
派
遣
し
て
模
写
さ
せ
た
。
同
年
二
月
十
日
に
、
江
戸
を
出
発
、
宝
物
模

写
の
西
国
出
張
は
、
数
か
月
間
に
及
ん
だ
（
（（
（

。
相
撲
模
本
の
制
作
は
、
そ
の
一
環
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

東
博
模
本
の
原
本
が
相
撲
博
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
幕
末
期
に
相
撲
博
本
は
京
都
の

錦
小
路
家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
錦
小
路
家
蔵
の
原
本
も
ま
た
、
山

雪
画
の
模
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
実
際
、
東
博
模
本
の
奥
書
の
冒

頭
に
「
右
相
撲
之
図
模
本
者
錦
小
路
家
御
所
蔵
也
」
と
あ
り
、こ
れ
を
素
直
に
読
め
ば
「
錦

小
路
家
所
蔵
の
相
撲
図
絵
巻
が
す
で
に
模
本
で
、
そ
れ
を
写
し
た
」
と
い
う
意
味
で
、
そ

の
判
断
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
と
し
て
、
模
写
者
ら
は
原
本
を
山
雪
直
筆
で

は
な
く
模
本
と
看
做
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
右
の
（
自
分
た
ち
の
筆
写

に
よ
る
）
相
撲
図
模
本
は
、
錦
小
路
家
御
所
蔵
の
絵
巻
が
原
本
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で

省
略
ぎ
み
に
記
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
原
本
を
山
雪
直
筆
と
み
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
し
、
そ
れ
が
相
撲
博
本
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
錦
小
路

家
に
あ
っ
た
原
本
を
直
接
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
い
ず
れ
と
も
決
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
相
撲
博
本
が
山
雪
直
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

挿図 4　「山雪／相撲図」模本奥書
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よ
、
東
博
模
本
の
奥
書
は
、「
相
撲
博
本
そ
の
も
の
」
あ
る
い
は
「
相
撲
博
本
を
忠
実
に

写
し
継
い
だ
模
本
」
が
公
家
の
錦
小
路
家
に
幕
末
期
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
、
当
時
の
狩

野
派
の
絵
師
た
ち
に
「
山
雪
の
相
撲
図
」
と
し
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ

ら
の
こ
と
を
し
め
す
貴
重
な
証
言
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
相
撲
博
物
館
の
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
を
め
ぐ
る
客
観
的
事
項
、
伝
来
、
関
係
す

る
木
挽
町
狩
野
に
よ
る
模
本
に
つ
い
て
整
理
し
、
検
討
を
加
え
た
。
次
章
で
は
、
絵
巻
の

内
容
そ
の
も
の
に
目
を
転
じ
た
い
。

　
　
　
　

二
、
絵
巻
の
内
容
と
構
成

　

長
く
な
る
が
、
絵
巻
の
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　

絵
巻
に
は
、
相
撲
に
取
り
組
む
力
士
た
ち
と
そ
れ
を
見
物
を
す
る
老
若
の
武
士
や
子
供

た
ち
が
、
十
二
場
面
に
わ
た
っ
て
長
大
な
画
面
に
描
き
連
ね
ら
れ
、
各
場
面
に
流
麗
な
書

風
に
よ
り
詞
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
端
的
に
し
め
す
の
が
、
す
で
に
前
章
で
し

め
し
た
巻
末
の
奥
書
で
あ
る
。
奥
書
前
半
部
「
右
相
撲
図
、
在
前
者
能
雄
名
虎
之
事
、
在

後
者
河
津
股
野
之
事
也
」
す
な
わ
ち
「
右
の
相
撲
図
、
前
に
在
る
は
能
雄
名
虎
の
事
、
後

に
在
る
は
河
津
股
野
の
事
な
り
」
こ
そ
が
、
こ
の
絵
の
主
題
な
の
で
あ
る
。

　
「
前
に
あ
る
能
雄
名
虎
之
事
」
と
は
、
平
安
時
代
初
期
の
皇
位
継
承
に
関
わ
る
相
撲
の

話
で
あ
る
。
文
徳
天
皇
（
八
二
七
～
五
八
）
の
後
継
を
惟こ

れ
た
か喬
親
王
と
惟こ

れ
ひ
と仁
親
王
と
で
争
い
、

相
撲
で
決
着
を
つ
け
る
べ
く
惟
喬
親
王
方
の
紀き

の

名な

虎と
ら

と
惟
仁
親
王
方
の
伴

と
も
の

能よ
し

雄お

と
が
対
戦

し
た
と
い
う
逸
話（
小
柄
な
伴
能
雄
が
勝
ち
、惟
仁
親
王
が
継
承
し
て
清
和
天
皇
と
な
る
）。『
平

家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』、『
曾
我
物
語
』（
真
名
本
の
み
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
話
で
、

第
一
場
面
か
ら
第
五
場
面
ま
で
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

続
い
て
「
後
に
あ
る
河
津
股
野
之
事
」
と
は
、
鎌
倉
時
代
の
話
で
あ
る
。
伊
豆
に
流
さ

れ
て
い
た
源
頼
朝
を
慰
め
る
た
め
に
巻
狩
が
企
画
さ
れ
、
そ
の
宴
で
行
わ
れ
た
相
撲
大
会

の
最
中
、
京
で
修
行
し
て
日
本
一
と
称
え
ら
れ
た
俣
野
五
郎
景
久
が
連
戦
連
勝
す
る
が
、

そ
こ
に
河
津
三
郎
祐す
け
や
す泰

が
登
場
、
俣
野
を
倒
し
て
連
勝
を
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
す
る
と
俣
野

は
「
木
の
根
に
つ
ま
づ
い
た
」
と
再
戦
を
主
張
す
る
。
再
戦
の
結
果
、
河
津
が
俣
野
を
片

手
で
投
げ
飛
ば
し
、
再
び
勝
っ
た
と
い
う
逸
話
で
、『
曾
我
物
語
』
に
み
ら
れ
、
詞
書
は
、

『
曾
我
物
語
仮
名
本
乙
類
』（
流
布
本
）
の
文
が
書
さ
れ
る
。
第
九
場
面
か
ら
第
十
二
場
面

ま
で
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

第
六
場
面
か
ら
第
八
場
面
ま
で
も
前
述
の
『
曾
我
物
語
』
の
相
撲
大
会
の
話
だ
が
、
こ

こ
で
は
河
津
・
俣
野
の
話
で
は
な
く
、
瀧
口
一
族
と
相
沢
一
族
の
対
戦
の
話
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

そ
れ
で
は
十
二
の
場
面
に
つ
い
て
、
詞
書
と
と
も
に
順
に
内
容
を
み
て
い
き
た
い
（
（（
（

。

◎
狩
野
山
雪
筆
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
の
詞
書
と
図
様

◇
第
一
話　

惟
高
・
惟
仁
の
皇
位
争
い

第
一
場
面
（
挿
図
5–

①
）

【
詞
書
1
】
昔
、
文
徳
天
皇
の
御み

こ子
に
、
惟こ

れ
た
か喬
親
王
、
惟こ

れ
ひ
と仁
親
王
と
て
、
御
兄
弟
二
人

御
座
け
り
。
惟
仁
は
第
二
の
王
子
、
惟
高
は
第
一
の
王
子
也
。
た
か
ひ
（
互
い
）
に
、
御お

ん

位く
ら
いを
御ぎ

ょ

意い

に
か
け
さ
せ
給
へ
り
。
天
皇
も
わ（
か
）（
分
か
）つ
る
御
方
な
く
、す
て
か
た（
捨

て
難
）
き
御
事
大
に
て
、
叡
慮
に
思

お
ぼ
し

召め
し

、
煩わ

ず
らは

せ
給
。
初は

じ
めに

は
、
八は

ち
ま
ん幡

に
臨
時
の
祭
を
居

て
、
十
番
の
競

く
ら
べ

馬う
ま

あ
り
。
後
に
は
、
大お

お
う
ち内

（
内
裏
の
こ
と
）
に
し
て
、
相
撲
の
節せ

ち

会え

を
お
こ

な
は
れ
て
、
か
さ
ね
て
勝
負
を
有
叡
覧
、
御
譲
有
へ
し
と
儀
奏
あ
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

昔
、
文
徳
天
皇
の
皇
子
に
惟
高
親
王
、
惟
仁
親
王
と
い
う
兄
弟
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
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皇
位
継
承
に
つ
い
て
、
皇
子
た
ち
は
、
お
互
い
天
皇

の
御
意
思
に
お
任
せ
し
、
天
皇
も
ど
ち
ら
に
継
承
す

る
か
悩
ん
で
お
ら
れ
た
。「
ま
ず
八
幡
祭
で
十
番
の

競
馬
、
そ
の
あ
と
内
裏
で
相
撲
に
よ
り
皇
子
同
士
の

勝
負
を
行
な
っ
て
天
皇
に
叡
覧
い
た
だ
き
、
ど
ち
ら

の
皇
子
に
継
承
す
る
か
を
決
め
る
」
と
い
う
方
法

が
、
天
皇
に
上
奏
さ
れ
た
。

【
詞
書
2
】
惟
高
の
御
方
に
は
即
、
外が

い

祖そ

左
兵
衛
佐す

け

名な

虎と
ら

参
け
り
。
今
年
三
十
四
、
太
高
く
、
七
尺
斗
の

男
。六
十
人
か
力
あ
り
と
聞
ゆ
。惟
仁
の
御
方
に
は
、

能
雄（
伴
能
男
）少
将
と
て
、細
小
男
、行
年
二
十
一
、

な
へ
て
の
力
人
と
聞
ゆ
れ
と
も
、
名
虎
に
は
可
敵
対

も
の
に
あ
ら
す
。
さ
れ
と
も
、
果か

報ほ
う

冥み
ょ
う

加が

（
幸
運
、

知
ら
ず
知
ら
ず
に
神
仏
の
加
護
を
受
け
る
こ
と
）
は
二

宮
の
在
任
御
運
と
て
、
不
敵
に
申

も
う
し

請こ
い

て
そ
参
け
る
。

た
か
（
互
）
ひ
に
勝
負
の
方
人
た
り
。
能
雄
、名
虎
、

寄
合
て
手
合
す
。

［
現
代
語
訳
］

　

内
裏
で
の
相
撲
。惟
高
の
側
は
左
兵
衛
佐
名
虎（
紀

名
虎
）、
惟
仁
の
側
は
能
雄
少
将
（
伴
善
男
。
応
天
門

の
変
で
犯
人
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
伊
豆
に
流
罪
と
な
っ

た
人
物
。
伴
大
納
言
絵
巻
の
主
人
公
）
が
力
士
と
し
て

や
っ
て
き
た
。
名
虎
は
三
十
四
歳
、
太
っ
て
背
が
高

【詞書 2】

【詞書 3】

【詞書 4】

【詞書 1】

挿図 5 – ①　「武家相撲絵巻」第一場面

挿図 5 – ②　「武家相撲絵巻」第二場面

挿図 5 – ③　「武家相撲絵巻」第三場面
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七
五

く
七
尺（
二
一
〇
㎝
）く
ら
い
の
大
男
で
、六
十
人
力
が
あ
る
と
い
う
。
能
雄
は
二
十
一
歳
、

細
く
て
小
男
な
が
ら
力
が
あ
る
人
と
い
う
が
名
虎
に
は
敵
う
ま
い
。
け
れ
ど
も
、
自
分
は

運
を
持
っ
て
い
る
、
と
不
敵
に
申
し
出
て
や
っ
て
き
た
。
両
者
と
も
勝
負
者
で
あ
る
。
能

雄
と
名
虎
、
近
寄
り
合
っ
て
手
を
合
わ
せ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

紀
名
虎
と
伴
能
雄
（
善
男
）
の
取
り
組
み
で
、
手
を
合
わ
せ
た
瞬
間
の
立
ち
合
い
場
面

が
描
か
れ
る
。
大
男
の
名
虎
の
身
体
に
は
濃
淡
を
ほ
ど
こ
し
て
鍛
え
ら
れ
た
筋
肉
の
起
伏

と
色
黒
の
皮
膚
を
表
わ
し
、
小
柄
な
能
雄
の
身
体
は
、
濃
淡
を
抑
え
て
表
わ
し
、
相
対
的

に
色
白
の
肌
に
描
か
れ
る
。
圧
倒
的
に
大
柄
な
名
虎
の
優
位
を
し
め
し
て
い
る
。
見
物
人

た
ち
は
、
息
を
つ
め
て
見
守
る
静
的
な
状
況
に
描
か
れ
る
。

第
二
場
面
（
挿
図
5–

②
）

【
詞
書
3
】
名
虎
、
元
来
大だ

い
り
き力

な
れ
は
、
腕
の
力

ち
か
ら

筋す
じ

大
、
股も

も

の
村む

ら
し
し肉

籠
た
り
。
支し

（
手
足

の
こ
と
）
の
な
り
つ
き
、
骨
の
連

つ
ら
な
り

様よ
う

、
肩
の
わ
た
り
ひ
ろ
く
、
足
の
ふ
ん
は
た
か
り
、

外
見
に
可
迷
惑
之
処
に
、
能
雄
か
う
て
く
ひ
（
腕
首
）
取
て
引
寄
、
た
か
（
高
）
く
指さ

し

上

た
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

名
虎
は
、
も
と
も
と
大
い
な
る
力
持
ち
な
の
で
腕
や
股
の
筋
肉
は
強
大
で
、
手
足
や
骨

格
の
つ
な
が
り
、肩
幅
は
広
く
、足
を
踏
ん
張
っ
て
、能
雄
の
腕
首
を
取
っ
て
引
き
寄
せ
、

高
く
指
し
上
げ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

テ
キ
ス
ト
の
記
述
の
よ
う
に
、
名
虎
が
能
雄
の
腕
首
を
取
っ
て
引
き
寄
せ
、
高
く
指
し

上
げ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
見
物
人
た
ち
は
、
両
腕
を
伸
ば
し
五
指
を
広
げ
る
な
ど
、
動

き
を
し
め
す
。

第
三
場
面
（
挿
図
5–

③
）

【
詞
書
4
】
其
後
、
曳え

い

声
を
出
し
て
抛

な
げ
う
ちた
り
け
る
に
、
あ
は
や
、
二
宮
の
御
方
、
打
負
手

に
入
ぬ
と
お
も
（
思
）
ふ
ほ
と
に
、
一
丈
あ
ま
り
な
（
投
）
け
ら
れ
て
、
あ
や
（
危
）
う

き
な
か
ら
、
つ
つ
と
し
て
（
ぱ
っ
と
）
こ
そ
立
た
り
け
れ
。
見
物
の
人
々
、
戯ぎ

ゃ

呼あ

戯ぎ
ゃ

呼あ

と

感
嘆
せ
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

そ
の
後
、
え
い
と
声
を
出
し
て
投
げ
つ
け
た
と
こ
ろ
、
あ
わ
や
惟
仁
の
側
の
負
け
か
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
一
丈
（
三
m
）
あ
ま
り
投
げ
ら
れ
危
う
か
っ
た
も
の
の
、
投
げ
ら
れ
た
能

雄
は
、
ぱ
っ
と
着
地
し
た
。
見
物
の
人
々
は
、
声
を
あ
げ
て
感
嘆
し
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

能
雄
が
名
虎
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
。
右
方
、
名
虎
側
の
見
物
人
た

ち
は
「
＞
」
形
に
配
さ
れ
、
能
雄
側
の
見
物
人
た
ち
が
、
名
虎
か
ら
宙
を
飛
ぶ
能
雄
へ
の

動
線
と
平
行
し
て
、
下
方
に
三
角
形
の
塊
を
作
る
よ
う
に
配
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右

か
ら
左
へ
の
動
き
が
、
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
る
よ
う
な
構
図
が
と
ら
れ
て
い
る
。

第
四
場
面
（
挿
図
5–

④
）

【
詞
書
5
】
又
、寄
合
た
か
（
互
）
ひ
に
曳
声
出
し
て
、時
う
つ
（
移
）
る
迄
か
ら
か
う
（
決

め
か
ね
て
迷
う
）
た
り
。
名
虎
は
、
松
の
た
（
立
）
て
る
か
こ
と
く
、
跋ば

っ

扈こ

（
簗や
ま

に
入
ら
な

い
大
魚
）
て
動
か
ざ
り
け
る
を
、
能
雄
は
藤
の
ま
と
（
纏
）
ふ
（
巻
き
つ
く
）
か
如
し
て
、

身
に
縷い

と

付
つ
つ
、
小
頚
小
脇
を
掻
詰
て
、
内う

ち

搦か
ら
め、

外
搦
、
大
渡
懸
、
小
渡
懸
、
弓ゆ

ん

手で

に
廻
、

妻め

て手
に
廻
し
て
、
逆
手
に
入
、
様
々
に
こ
そ
も
（
揉
）
み
（
体
を
激
し
く
動
か
す
こ
と
）
た

り
け
れ
。
人
々
興
を
ま
（
増
）
し
た
れ
と
も
、
勝
負
は
い
ま
た
な
し
。

［
現
代
語
訳
］

　

ま
た
組
み
合
っ
て
、
お
互
い
声
を
出
し
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
動
き
を
決
め
か
ね
て
留
ま
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七
六

っ
た
。
名
虎
が
、
ま
る
で
松
が
立
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
動
か
な
か
っ
た
の
を
、
能
雄
は
、
藤
の
つ
る
が

巻
き
つ
く
か
の
よ
う
に
身
体
に
ま
と
わ
り
つ
き
、
腕

を
小
頚
と
小
脇
に
回
し
て
、
内
搦
め
、
外
搦
め
、
大

渡
懸
け
、小
渡
懸
け
、左
手
に
廻
し
、右
手
に
廻
し
、

逆
手
に
入
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
体
を
激
し
く
動

か
し
た
。
人
々
は
引
き
込
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ

勝
負
は
つ
か
な
い
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

名
虎
は
仁
王
立
ち
し
、
そ
の
身
体
に
、
能
雄
が
ま

さ
に
藤
の
蔓
が
巻
き
つ
く
か
の
よ
う
に
ま
と
わ
り
つ

く
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
方
、
名
虎
側
の
見
物

人
た
ち
は
「
＜
」
形
に
配
さ
れ
、
名
虎
と
同
じ
よ
う

に
動
き
を
止
め
て
見
守
り
、
右
方
、
能
雄
側
の
見
物

人
た
ち
の
群
は
三
角
形
を
つ
く
っ
て
、
小
さ
な
動
き

を
し
め
し
つ
つ
、
ふ
た
組
が
会
話
を
交
わ
す
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。

第
五
場
面
（
挿
図
5–

⑤
）

【
詞
書
6
】
名
虎
勝
ぬ
、
と
み
（
見
）
え
け
れ
は
、

一
宮
の
御
方
よ
り
は
、
東
寺
へ
使
を
被
立
け
り
。
忠

仁
公
（「
惟
仁
」
の
誤
記
か
）
よ
り
は
、
二
宮
の
御
方

す
て
（
既
）
に
あ
や
（
危
）
う
く
侍
、
と
使
者
を
山

門
へ
被
立
事
、追
継
追
継
に
、櫛
の
は（
歯
）の
如
し
。

【詞書 5】

【詞書 6】

【詞書 7– 1】【詞書 7– 2】【詞書 7– 3】

挿図 5 – ④　「武家相撲絵巻」第四場面

挿図 5 – ⑤　「武家相撲絵巻」第五場面

挿図 5 – ⑥　「武家相撲絵巻」第六場面
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狩
野
山
雪
と
「
和
」
の
画
題
�
�
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
を
め
ぐ
っ
て

477

七
七

和
尚
は
心
苦
事
哉
と
、
揉
に
も
う
て
そ
祈
給
ふ
。
大
威
徳
の
乗
給
へ
る
水
牛
、
炉
壇
を
廻

る
事
、
三
度
。
声
を
揚
て
そ
吠
け
る
。

其
声
、
大
内
に
響
け
れ
は
、
能
雄
に
力
そ
付
に
け
る
。
名
虎
、
其
声
を
聞
け
る
よ
り
、
身

の
力
落
て
、
心
惘ぼ

う
ぜ
ん然

と
し
て
覚
け
る
処
を
、
能
雄
、
名
虎
を
脇
に
引
挟
、
南
庭
を
三
廻
し

て
、
其
後
、
曳
と
い
ふ
て
抛

な
げ
う
ちた

れ
は
、
名
虎
大
地
に
打
付
ら
れ
て
、
血
を
吐
て
不
起
上
。

蔵
人
等
走
寄
、大
内
よ
り
舁

か
つ
ぎ

出
し
て
、家
に
返
し
遣
た
り
け
れ
は
、三
日
有
て
死
に
け
り
。

名
虎
、
相
撲
に
負
し
か
は
、
惟
仁
、
位
に
即
し
給
ふ
。
清
和
帝
と
申
也
。

［
現
代
語
訳
］

　

名
虎
が
勝
っ
た
、
と
判
断
し
て
、
一
宮
の
惟
高
親
王
側
は
東
寺
に
使
を
立
て
ら
れ
た
。

二
宮
の
惟
仁
親
王
か
ら
は
、
能
雄
は
危
う
い
、
と
使
者
を
山
門
へ
立
て
ら
れ
た
。
山
門
の

和
尚
は
、
心
配
な
こ
と
だ
と
必
死
に
祈
っ
た
。
三
度
、
護
摩
壇
を
廻
っ
た
と
き
、
大
威
徳

明
王
の
乗
る
水
牛
が
声
を
あ
げ
て
吠
え
た
。
そ
の
声
が
内
裏
ま
で
届
い
て
響
き
、
能
雄
に

力
を
つ
け
た
。
名
虎
は
、
そ
の
声
を
聞
い
て
か
ら
身
体
の
力
が
落
ち
、
心
が
呆
然
と
な
っ

た
と
こ
ろ
、
能
雄
は
名
虎
を
脇
に
引
き
は
さ
ん
で
、
庭
を
三
周
し
た
あ
と
、
え
い
っ
と
叫

ん
で
投
げ
打
っ
た
と
こ
ろ
、
名
虎
は
大
地
に
打
ち
つ
け
ら
れ
、
血
を
吐
い
て
起
ち
上
が
れ

な
く
な
っ
た
。
蔵
人
た
ち
が
走
り
寄
り
、
内
裏
よ
り
担
ぎ
出
し
て
家
に
返
し
た
と
こ
ろ
、

名
虎
は
、
三
日
後
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
名
虎
が
相
撲
に
負
け
た
た
め
に
、
惟
仁
親
王
が

即
位
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
清
和
帝
で
あ
る
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

能
雄
が
名
虎
を
投
げ
打
っ
た
と
こ
ろ
、
名
虎
は
大
地
に
打
ち
つ
け
ら
れ
起
ち
上
が
れ
な

く
な
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
投
げ
打
っ
た
瞬
間
を
描
く
。
見
物
人
た
ち
の
興
奮
極
ま
っ
た
状

況
が
、
大
袈
裟
な
身
振
り
や
表
情
、
姿
態
に
よ
っ
て
し
め
さ
れ
る
。
と
く
に
右
方
、
勝
者

能
雄
側
の
見
物
人
た
ち
を
大
き
く
広
げ
、
左
方
、
敗
者
名
虎
側
の
見
物
人
た
ち
を
狭
い
範

囲
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
方
の
勢
い
の
強
さ
と
左
方
の
弱
さ
を
視
覚
的
に
し
め

し
て
い
る
点
は
、
見
事
と
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
。

◇
第
二
話　

瀧
口
一
族
と
相
沢
一
族
の
相
撲

第
六
場
面
（
挿
図
5–

⑥
）

【
詞
書
7–

1
】
両
三
ヶ
国
の
人
々
は
、
奥
野
に
入
、
七
ヶ
日
の
間
に
、
け
た
（
獣
）
物

大
小
其
数
二
千
七
百
あ
ま
り
そ
、
と
と
（
止
）
め
け
る
。
各
柏か

し
わ

葉ば

か
峠
に
そ
あ
（
上
）

か
り
け
る
。
此
程
の
さ
つ
し
や
う
（
雑
掌
）
は
、
伊
藤
一
人
し
て
、
隙す

き

な
（
無
）
か
り
け

れ
は
、
持
せ
た
る
酒
、
人
々
の
見
参
に
入
さ
る
こ
そ
、
ほ
い
（
本
意
）
な
け
れ
。
い
さ
や

山
陣
を
と
り
て
、
頼
朝
に
今
一
献
す
す
め
奉
ら
ん
。
可
然
と
て
む
ね
と
（
宗
徒=

中
軸
）

の
人
々
五
百
人
、
峠
に
お
り
居
つ
つ
用
意
を
こ
そ
は
、
せ
ら
れ
け
れ
。
酒
も
り
（
盛
）
は

な
は
な
（
華
々
）
し
。

酔
の
余
に
、
秀
定
（
海
老
名
秀
貞
）
云
や
う
に
は
、「
を
の
れ
（
己
）
ら
か
若
さ
か
（
盛
）

り
の
時
は
、鷹
狩
河
狩
の
帰
り
あ
し
（
帰
り
路
）
に
は
、力
わ
さ
（
技
）、相
撲
か
け
こ
そ
、

お
も
し
ろ
け
れ
。
若
き
人
々
、
相
撲
取
給
へ
、
見
て
あ
そ
（
遊
）
は
ん
、
見
物
に
は
上あ

が
るや

有
へ
き
」
と
い
ひ
け
れ
は
、伊
豆
国
の
住
人
三
嶋
の
入
道
勝
玄
も
、居
た
け
た
か
（
丈
高
）

に
な
り
て
そ
、
こ
（
乞
）
ひ
け
る
。

［
現
代
語
訳
］

　

両
三
ヶ
国
（
相
模
・
駿
河
・
伊
豆
国
）
の
人
々
は
奥
地
の
野
に
入
り
、
七
日
間
で
狩
の

獲
物
と
し
て
大
小
二
千
七
百
頭
あ
ま
り
を
捕
獲
し
、
柏
峠
（
東
伊
豆
、
現
・
伊
東
市
）
に

登
っ
て
集
結
し
た
。
雑
掌
（
接
待
準
備
係
）
は
伊
東
祐
親
一
人
だ
っ
た
の
で
、
暇
も
な
か

っ
た
。
伊
東
祐
親
が「
持
っ
て
参
っ
た
酒
を
人
々
に
振
る
舞
わ
な
け
れ
ば
、甲
斐
が
な
い
。

さ
あ
、
山
に
陣
を
取
り
、
頼
朝
将
軍
に
、
一
献
勧
め
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
言
う
と
、「
そ

う
し
よ
う
」
と
答
え
て
、主
だ
っ
た
人
々
五
百
人
が
、峠
で
宴
の
用
意
を
し
、酒
盛
が
華
々

し
く
催
さ
れ
た
。
酔
っ
た
あ
ま
り
、
海
老
名
秀
貞
が
「
自
分
た
ち
が
血
気
盛
ん
な
若
い
こ
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七
八

ろ
、
鷹
狩
や
河
狩
の
帰
り
路
に
は
、
力
技
の
相
撲
を
お
も
し
ろ
が
っ
て
取
っ
た
も
ん
だ
。

若
い
衆
、
相
撲
取
り
な
さ
い
。
そ
れ
を
見
物
し
て
遊
ぼ
う
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
伊
豆
国

の
住
人
で
あ
る
三
嶋
入
道
勝
玄
も
、
立
ち
上
が
っ
て
そ
れ
を
求
め
た
。

【
詞
書
7–

2
】
石
こ
ろ
は
か
し
の
瀧
口
と
、
あ
い
さ
は
（
相
沢
）
の
弥
五
郎
と
、
い
さ

や
老
の
御
肴
に
、力
く
ら
へ
（
比
べ
）
の
う
て
す
ま
ふ
（
腕
相
撲
）
一
番
と
ら
ん
。
瀧
口
、「
何

程
の
事
の
候
へ
き
。
し
や
あ
は
ら
骨
、二
、三
枚
つ
か
み
や
ふ
り
（
掴
み
破
り
）
て
す
（
捨
）

つ
へ
き
物
を
」
と
て
、
つ
と
出
け
り
。
弥
五
郎
も
「
心
得
た
り
。
も
の
も
の
し
。
力
こ
ふ

し
（
拳
）
の
こ
た
へ
ん
程
は
、命
こ
そ
か
き
（
限
）
り
よ
」
と
い
（
言
）
ひ
て
、さ
し
を
き
［
さ

し
き
（
座
敷
）
を
］
た
（
発
）
つ
。
一
座
の
人
々
、
是
を
み
（
見
）
て
、
あ
は
や
事
こ
そ

出
き
ぬ
、
と
み
（
見
）
る
程
に
、
あ
い
さ
は
（
相
沢
）
申
や
う
「
あ
ま
り
は
や
（
早
）
し
、

瀧
口
殿
。
す
ま
ふ
（
相
撲
）
は
先
こ
わ
ら
ん
へ
（
小
童
）、
く
わ
し
や
は
ら
（
冠
者
腹
）
に

と
ら
せ
て
、と
り
あ
け（
取
り
上
げ
）た
る
こ
そ
お
も
し
ろ
け
れ
。
お
と
な
け
な（
大
人
気
無
）

し
、
瀧
口
殿
、
と
と
（
留
）
ま
り
給
へ
」
と
引
す
（
据
）
へ
た
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

石
こ
ろ
化
か
し
の
瀧
口
と
相
沢
弥
五
郎
が
、
さ
ぁ
酒
宴
の
肴
と
し
て
相
撲
を
一
番
と
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
瀧
口
は
「
あ
ば
ら
骨
二
、
三
枚
へ
し
折
っ
て
や
る
」
と
言

っ
て
出
て
き
た
。
相
沢
弥
五
郎
も
「
心
得
た
」
と
言
っ
て
、座
敷
を
発
っ
た
。
一
座
の
人
々

が
成
り
行
き
を
見
て
い
る
と
、
相
沢
弥
五
郎
は
「
瀧
口
殿
、
若
い
者
た
ち
か
ら
と
ら
せ
た

方
が
お
も
し
ろ
い
。
瀧
口
殿
、
じ
っ
と
し
て
お
れ
」
と
言
っ
て
引
き
止
め
た
。

【
詞
書
7–

3
】
あ
い
さ
は
（
相
沢
）
か
お
と
と
（
弟
）
の
弥
七
ら
に
、
出
よ
と
い
ふ
。

少
し
た
い
（
退
）
に
及
し
を
、
ふ
な
こ
し
（
船
越
）
ひ
き
た
て
（
引
き
立
て
）
て
け
り
。

年
は
十
五
也
。
た
れ
（
誰
）
を
か
あ
い
て
（
相
手
）
に
指
へ
き
と
、
ざ
し
き
（
座
敷
）
を

み
け
れ
は
、瀧
口
か
お
と
と
（
弟
）
の
三
郎
出
よ
と
い
（
言
）
ふ
。
詞
の
下
よ
り
出
け
り
。

年
は
十
八
也
。
何い

ず
れ
も
上
手
也
。
各
さ
（
差
）
し
よ
（
寄
）
り
て
、
つ
ま
（
褄
）
と
（
取
）

り
し
け
り
。
弥
七
は
力
お
と
（
劣
）
り
な
れ
共
、手
あ
い
（
合
）
は
ま
（
増
）
し
て
み
（
見
）

え
け
る
。
三
郎
は
、
力
は
ま
さ
（
優
）
り
て
有
け
れ
は
、
く
（
組
）
ま
ん
と
の
み
に
て
、

さ
（
差
）
し
つ
め
（
詰
め
）
む
す
へ
（
術
）
は
す
（
捨
）
て
て
、
ぬ
（
抜
）
け
な
く
れ
は
、

か
（
駆
）
け
て
ま
は
（
回
）
り
し
は
、勝
負
を
あ
ら
そ
（
争
）
ふ
鳥
合
も
、是
に
は
す
（
過
）

き
し
と
そ
み
（
見
）
え
け
る
。
さ
れ
と
も
弥
七
は
、
地
さ
か
り
（
下
が
り
）
へ
を
し
か
（
押

し
掛
）
け
ら
れ
、
と
と
ろ
（
轟
）
は
し
（
走
）
り
て
、
う
て
ひ
さ
（
腕
膝
）
を
つ
（
突
）
か

れ
て
、
つ
い
に
弥
七
そ
ま
（
負
）
け
た
り
け
る
。

［
現
代
語
訳
］

　
（
吉
川
も
）相
沢
弥
五
郎
の
弟
の
弥
七
ら
に
取
り
組
み
に
出
よ
と
言
う
。
相
沢
弥
七
は
、

し
ば
ら
く
辞
退
し
て
い
た
が
、
船
越
維こ

れ
さ
だ定
が
引
き
立
て
た
の
で
、
前
に
出
た
。
相
沢
弥
七

は
年
十
五
。
誰
を
相
手
に
指
そ
う
か
と
座
敷
を
見
渡
し
、
瀧
口
の
弟
の
三
郎
に
出
よ
と
言

っ
た
。
瀧
口
三
郎
の
年
は
十
八
。
何
れ
も
相
撲
上
手
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
差
し
寄
っ
て
、

褄
を
取
っ
た
。
相
沢
弥
七
は
力
は
劣
る
も
の
の
相
撲
の
手
合
い
に
慣
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
瀧
口
三
郎
は
力
は
優
っ
て
い
る
が
、
組
も
う
と
す
る
ば
か
り
で
、
手
を
差
し
回
し
組

め
ば
、
相
沢
弥
七
は
振
り
切
り
、
走
り
回
っ
て
逃
げ
た
の
で
、
ま
る
で
勝
負
事
の
鶏
合
わ

せ
（
闘
鶏
）
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
感
じ
で
あ
っ
た
。
相
沢
弥
七
は
、
地
下
が
り
へ

押
し
や
ら
れ
る
と
、
一
気
に
腕
膝
を
突
か
れ
て
、
つ
い
に
弥
七
が
負
け
て
し
ま
っ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

テ
キ
ス
ト
に
登
場
す
る
取
り
組
み
は
、相
沢
弥
七
と
瀧
口
三
郎
の
対
決
。そ
の
対
決
が
、

描
か
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
が
相
沢
弥
七
、
背
を
見
せ
た
左
が
瀧
口
三
郎
で
あ
ろ
う
。

こ
の
勝
負
で
勝
っ
た
瀧
口
三
郎
は
、
次
の
第
七
場
面
の
左
端
、
倒
さ
れ
て
仰
向
け
に
な
っ

た
姿
で
、
再
び
登
場
す
る
。
向
か
っ
て
右
方
、
相
沢
方
と
思
わ
れ
る
見
物
衆
た
ち
、
後
列
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七
九

左
端
の
裸
の
人
物
は
、
次
の
第
七
場
面
の
中

央
に
描
か
れ
、
瀧
口
三
郎
を
倒
し
て
い
る
相

沢
弥
六
と
み
な
せ
る
。

第
七
場
面
（
挿
図
5–

⑦
）

【
詞
書
8
】
あ
に
（
兄
）
の
弥
六
、
つ
つ
と

（
勢
い
よ
く
）
出
、
三
郎
を
、
は
た
と
け
て
、

あ
ふ
（
仰
）
の
き
［
仰
向
け
］
さ
ま
（
様
）
に
、

う
（
打
）
ち
た
ふ
（
倒
）
す
。

［
現
代
語
訳
］

　

続
い
て
、
兄
の
相
沢
弥
六
が
勢
い
よ
く
出

て
、
瀧
口
三
郎
を
仰
向
け
に
打
ち
倒
し
た
。

【
詞
書
9
】
瀧
口
、
無
念
に
思
ひ
つ
つ
、
お

と
と
（
弟
）
の
三
郎
か
、
い
ま
た
（
未
だ
）

お
（
起
）
き
さ
る
さ
き
（
先
）
に
お
と
（
踊
）

り
出
、
大
力
也
け
れ
は
、
弥
六
は
手
に
も
た

ま
ら
す
、
ま
（
負
）
け
に
け
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

瀧
口
は
無
念
に
思
っ
て
、
弟
の
三
郎
が
ま

だ
起
き
な
い
先
に
踊
り
出
た
。
そ
の
力
が
大

力
で
あ
る
の
で
、
相
沢
弥
六
は
た
ま
ら
ず
負

け
て
し
ま
っ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

テ
キ
ス
ト
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
、
相
沢
弥
六
が
瀧
口
三
郎
を
倒
し
、
そ
れ
を
み
た
兄
の

瀧
口
が
踊
り
出
て
相
沢
弥
六
を
倒
す
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
取
り
組
み
が
語
ら
れ
て
い
る
。

ふ
た
つ
の
取
り
組
み
を
二
場
面
に
分
け
て
絵
画
化
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
こ
こ
で
は
、

あ
え
て
一
図
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
左
端
の
若
者
を
投
げ
放
っ
た
中
央
に
描
か
れ
る
男

は
相
沢
弥
六
、
左
端
の
倒
さ
れ
て
仰
向
け
に
な
っ
た
若
者
は
瀧
口
三
郎
、
そ
れ
を
み
て
右

側
か
ら
踊
り
出
た
年
上
の
男
が
瀧
口
と
み
な
せ
る
。「
瀧
口
三
郎
が
ま
だ
起
き
な
い
先
に

躍
り
出
た
兄
の
瀧
口
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に
、
左
右
の
見
物
衆
の
間
に
広
く
闘

い
の
場
を
設
定
し
て
、
相
沢
弥
六
・
瀧
口
三
郎
・
兄
の
瀧
口
の
三
者
を
配
し
、
ふ
た
つ
の

取
り
組
み
の
連
続
性
と
緊
張
感
を
表
わ
そ
う
と
す
る
演
出
が
す
ば
ら
し
い
。
兄
の
瀧
口
の

右
拳
を
頂
点
と
す
る
右
半
の
人
物
群
の
つ
く
る
三
角
形
、
相
沢
弥
六
の
曲
げ
た
臂
を
頂
点

と
す
る
左
半
の
人
物
群
の
つ
く
る
三
角
形
、
そ
れ
ぞ
れ
の
三
角
形
の
頂
点
を
、
場
面
の
中

央
あ
た
り
で
微
妙
に
接
す
る
よ
う
に
構
図
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
場
感
ゆ
た

か
な
場
面
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
若
の
見
物
衆
の
身
振
り
や
表
情
も
動
感

ゆ
た
か
で
、
静
的
な
前
場
面
か
ら
、
動
的
な
こ
の
場
面
へ
の
劇
的
な
変
化
を
い
っ
そ
う
強

く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
左
端
、
着
物
を
脱
ぎ
か
け
た
立
ち
姿
の
年
上
の
男
は
、
次
の
第

八
場
面
で
登
場
す
る
相
沢
弥
五
郎
と
思
わ
れ
、
次
の
場
面
を
予
告
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

第
八
場
面
（
挿
図
5–

⑧
）

【
詞
書
10
】あ
に（
兄
）の
弥
五
郎
、二
人
ま（
負
）か
し
て
、や
す（
安
）か
ら
す
お
も（
思
）ひ
、

は
し
（
走
）
り
出
、さ
（
差
）
し
あ
（
合
）
ひ
て
、力
引
て
み
け
れ
は
、大
の
男
か
ふ
（
踏
）

み
は
り
て
、
少
も
う
こ
（
動
）
か
さ
れ
す
。
あ
い
さ
は
（
相
沢
）、
右
の
こ
ふ
し
（
拳
）
を

に
き
（
握
）
り
て
、瀧
口
か
ひ
ん
（
鬢
）
の
は
つ
（
外
）
れ
、き
（
切
）
れ
て
の
（
除
）
け
と
、

う
（
打
）
ち
け
れ
は
、瀧
口
も
左
右
の
こ
ふ
し
（
拳
）
を
う
（
打
）
ち
か
へ
（
返
）
す
。
其
後
、

【詞書 8】【詞書 9】

挿図 5 – ⑦　「武家相撲絵巻」第七場面
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八
〇

ま
（
負
）
け
し
を
と
（
劣
）
ら
し
と
は
り
あ
ひ
（
張
り
合
い
）
け
る
。
今
は
相
撲
は
と
ら
て
、

当
座
の
口
論
と
そ
み
（
見
）
え
け
る
処
に
、
弥
五
郎
つ
つ
と
入
、
瀧
口
か
こ
ま
た
（
小
股
）

を
か
（
掻
）
い
て
［
払
い
の
け
て
］、
を
（
押
）
し
す
（
据
）
へ
た
り
。
い
き
ほ
ひ
（
勢
い
）

し
た
る
瀧
口
、
あ
へ
な
く
ま
（
負
）
け
し
か
は
、
弥
五
郎
は
、
か
う
け
ん
（
広
言
）
し
つ

る
瀧
口
に
か
（
勝
）
ち
て
、
百
千
番
の
ま
（
負
）
け
も
物
な
ら
す
、
是
に
か
（
勝
）
つ
こ

そ
う
れ
（
嬉
）
し
け
れ
。

［
現
代
語
訳
］

　

兄
の
相
沢
弥
五
郎
は
、
弥
七
、
弥
六
と
弟
二
人
が
負
け
て
心
中
穏
や
か
で
な
く
、
走
り

出
て
、
瀧
口
に
差
し
合
っ
て
力
い
っ
ぱ
い
引
い
て
み
た
が
、
大
の
男
（
瀧
口
）
は
踏
ん
張

っ
て
、
少
し
も
動
か
な
か
っ
た
。
相
沢
弥
五
郎
は
右
の
拳
を
握
り
、
瀧
口
の
鬢
の
外
れ
を

切
れ
ろ
と
ば
か
り
打
つ
と
、
瀧
口
も
左
右
の
拳
を
打
ち
返
し
た
。
そ
の
後
、
双
方
負
け
じ

劣
ら
じ
と
張
り
合
っ
た
。
こ
れ
で
は
相
撲
を
と
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
の
喧
嘩
を

し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、弥
五
郎
は
、瀧
口
の
小
股
を
払
い
の
け
て
、

押
し
据
え
た
。
勢
い
の
あ
っ
た
瀧
口
が
あ
え
な
く
負
け
て
、
相
沢
弥
五
郎
は
、
大
口
を
吐

い
て
い
た
瀧
口
に
勝
っ
て
、
百
千
番
負
け
て
も
、
瀧
口
に
勝
っ
た
こ
と
こ
そ
嬉
し
い
と
思

っ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

相
沢
弥
五
郎
が
瀧
口
の
小
股
を
払
い
の
け
て
、
押
し
据
え
た
場
面
が
描
か
れ
る
。
詞
書

に
は
、相
沢
弥
五
郎
と
瀧
口
の
取
り
組
み
の
実
況
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
が
、画
で
は
、

決
着
の
つ
い
た
瞬
間
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
左
右
の
見
物
衆
の
中
に
は
、
す
で
に
裸
に

な
り
、
あ
る
い
は
胸
を
は
だ
け
て
、
次
の
取
り
組
み
に
控
え
る
男
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描

き
こ
ま
れ
、
場
面
の
緊
張
感
を
演
出
し
て
い
る
。

【詞書 10】

【詞書 11】

挿図 5 – ⑧　「武家相撲絵巻」第八場面

挿図 5 – ⑨　「武家相撲絵巻」第九場面
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八
一

◇
第
三
話　

俣
野
五
郎
と
河
津
三
郎
の
相
撲

第
九
場
面
（
挿
図
5–

⑨
）

【
詞
書
11
】
駿
河
の
国
の
住
人
、
竹
の
下
の
孫
八
出
て
、
や
き
し
た
（
柳
下
）
の
小
六
を

始
と
し
て
、能
す
ま
ふ
（
相
撲
）
九
番
う
（
打
）
つ
て
い
ら
ん
と
す
る
処
に
、大
ば
（
大
庭
）

が
し
や
て
い
（
舎
弟
）
に
、ま
た
の
（
俣
野
）
の
五
郎
出
て
、孫
八
を
は
し
（
始
）
め
と
し
て
、

能
相
撲
十
番
か（
勝
）ち
け
れ
は
、出
て
と（
取
）ら
ん
と
い
ふ
も
の（
者
）な
し
。
景
久
、「
す

ま
ふ
（
相
撲
）
か
た
（
絶
）
え
て
な
か
ら
ん
に
こ
そ
」
と
い
（
言
）
ひ
け
れ
は
、平
太
聞
て
、「
ま

た
の
（
俣
野
）
も
手
一
つ
、我
も
手
一
つ
、か
れ
て
い
（
彼
体
）
の
す
ま
ふ
（
相
撲
）
を
は
、

十
人
は
か
り
、ひ
と
つ
か
（
一
掴
）
み
に
お
も
（
思
）
ひ
け
る
、物
を
ぬ
き
お
（
脱
ぎ
置
）
き
、

た
つ
な（
手
綱
）か
き
ま
ふ
け
ま
く
れ
は
、の
り
こ（
乗
越
）え
う
つ（
移
）れ
は
、入
か（
替
）

へ
、い
き
（
息
）
を
も
つ
か
せ
す
、す
き
（
隙
）
を
も
あ
ら
せ
す
、せ
（
攻
）
め
た
ふ
（
倒
）

せ
」「
此
義
面
白
」
と
て
、十
人
は
か
り
な
み
（
並
）
居
て
、ま
（
負
）
く
れ
は
、つ
と
出
、

う
つ
（
移
）
れ
は
、は
（
跳
）
ね
こ
（
越
）
え
、せ
（
攻
）
め
け
れ
と
も
、く
つ
き
や
う
（
屈

強
）
の
上
手
の
大
力
な
れ
は
、
つ
つ
（
続
）
け
て
二
十
一
番
か
（
勝
）
ち
け
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

駿
河
国
の
住
人
、
竹
下
孫
八
が
登
場
し
て
相
撲
を
と
り
、
柳
下
小
六
を
は
じ
め
九
連
勝

し
た
と
こ
ろ
に
、
大
庭
景
義
の
舎
弟
の
俣
野
五
郎
が
登
場
し
て
相
撲
を
と
り
、
竹
下
孫
八

を
始
め
十
連
勝
す
る
と
、
さ
ら
に
出
て
取
ろ
う
と
す
る
者
は
い
な
く
な
っ
た
。
景
久
（
俣

野
五
郎
）
が
「
相
撲
の
相
手
は
も
う
い
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
な
」
と
言
う
と
、
こ
れ
を
聞

い
た
土
屋
平
太
は
「
俣
野
五
郎
も
手
一
つ
、
俺
も
手
一
つ
、
十
人
ば
か
り
で
ひ
と
つ
か
み

に
し
よ
う
と
思
う
。
衣
を
脱
ぎ
、手
綱
（
ま
わ
し
）
を
締
め
、く
ぐ
り
抜
け
身
を
か
わ
し
、

連
続
し
て
入
替
わ
り
、
息
を
つ
か
せ
ず
に
か
か
れ
ば
、
攻
め
倒
せ
る
」
と
提
案
し
た
。「
そ

れ
は
お
も
し
ろ
い
」
と
言
っ
て
十
人
ば
か
り
が
並
び
出
て
、
次
々
と
挑
ん
だ
。
負
け
れ
ば

次
の
者
が
さ
っ
と
出
て
、
く
ぐ
り
抜
け
身
を
か
わ
し
て
攻
め
た
け
れ
ど
も
、
俣
野
五
郎
は

屈
強
の
上
手
の
大
力
な
の
で
、
続
け
て
二
十
一
連
勝
し
て
し
ま
っ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

テ
キ
ス
ト
の
叙
述
ど
お
り
、俣
野
五
郎
の
両
腕
に
ふ
た
り
、睨
み
つ
け
る
方
向
に
五
人
、

背
後
に
三
人
の
裸
の
男
た
ち
が
出
番
待
ち
の
状
態
で
控
え
、
合
わ
せ
て
十
人
の
力
士
を
描

き
こ
ん
で
、
力
士
た
ち
が
連
続
し
て
入
替
わ
り
俣
野
五
郎
に
挑
む
状
況
が
描
き
出
さ
れ
て

い
る
。
全
場
面
の
中
で
、
も
っ
と
も
動
き
の
激
し
い
描
写
で
あ
る
。

第
十
場
面
（
挿
図
5–

⑩
）

【
詞
書
12
】伊
藤
方
の
も
の
出
て
、「
御
相
撲
に
ま
い
ら
ん
、ま
た
の（
俣
野
）殿
」と
い
ふ
。

ま
た
の
（
俣
野
）「
河
津
に
や
ま
（
負
）
く
へ
き
。
こ
か
ひ
な
（
小
腕
）
を
し
折
て
、す
（
捨
）

つ
へ
き
物
を
」
と
わ
ら
（
笑
）
ひ
て
出
る
を
み
れ
は
、
ほ
さ
つ
（
菩
薩
）
な
り
に
し
て
、

色
あ
さ
黒
く
、
た
け
は
六
尺
二
分
、
年
は
三
十
一
に
そ
な
り
け
る
。
又
、
河
津
か
姿
は
、

さ
し
か
た
（
肩
）
に
し
て
、か
ほ
（
顔
）
の
ほ
ね
あ
（
骨
荒
）
れ
て
、ふ
と
く
、か
し
ら
（
頭
）

ち
い
さ
く
、
す
そ
（
裾
）
ふ
く
ら
に
力
士
な
り
に
し
て
、
た
け
は
五
尺
八
分
、
年
は
三
十

二
也
。
さ
し
よ
り
（
差
し
寄
り
）、つ
ま
取
、ひ
し
ひ
し
と
し
て
、を
し
は
な
れ
（
押
し
離
れ
）

け
り
。
河
津
思
ひ
け
る
は
、「
ま
た
の
は
聞
つ
る
に
に
す
、
さ
し
た
る
力
に
て
は
な
か
り

け
り
。
今
日
、
人
々
の
多
ま
け
け
る
は
、
酒
に
酔
け
る
か
、
お
く
（
臆
）
し
け
る
故
也
。

今
度
は
手
に
も
た
つ
ま
し
き
物
を
」
と
、
お
も
（
思
）
ひ
け
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

伊
藤
（
伊
東
）
方
の
も
の
が
出
て
き
て
「
相
撲
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
俣
野
殿
」
と
い
う
。

俣
野
五
郎
が
「
河
津
に
負
け
る
は
ず
は
な
い
。
小
腕
を
へ
し
折
っ
て
捨
て
て
や
ろ
う
」
と

笑
い
な
が
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
菩
薩
の
よ
う
で
色
は
浅
黒
く
、
身
の
丈
は
六

尺
二
分
（
一
八
八
㎝
）、
年
は
三
十
一
で
あ
る
。
一
方
、
河
津
三
郎
は
い
か
り
肩
で
、
顔

は
骨
張
っ
て
太
く
、
頭
は
小
さ
く
下
膨
れ
で
、
力
士
に
ふ
さ
わ
し
い
体
つ
き
を
し
て
、
身
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の
丈
は
五
尺
八
分
（
一
七
六
㎝
）、年
は
三
十
二
で
あ
る
。
両
者
差
し
寄
っ
て
、つ
ま
取
（
相

手
の
足
首
ま
た
は
つ
ま
先
を
取
っ
て
後
ろ
に
引
き
上
げ
て
、
前
に
手
を
つ
か
せ
る
技
）、
少
し

の
隙
間
も
な
く
寄
り
添
い
、
押
し
て
離
れ
た
。
河
津
三
郎
は
「
俣
野
五
郎
は
聞
い
て
い
た

ほ
ど
、
さ
し
た
る
力
は
な
い
ぞ
。
今
日
、
多
く
の
人
た
ち
が
負
け
た
の
は
、
酒
で
酔
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
か
、
臆
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
今
度
は
相
手
と
す
る
に
充
分
な
者

と
も
思
え
な
い
、
と
思
っ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

右
側
の
身
体
の
浅
黒
い
方
が
、
前
場
面
に
も
出
て
い
た
俣
野
五
郎
、
左
が
河
津
三
郎
。

前
場
面
で
は
、
何
連
勝
も
続
け
る
俣
野
五
郎
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
河
津

三
郎
が
登
場
し
、
ふ
た
り
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
背
後
で
観
戦
す
る
支
援

者
た
ち
は
、
動
き
を
と
め
成
り
行
き
を
静
観
す
る
姿
に
描
か
れ
て
い
る
。

第
十
一
場
面
（
挿
図
5–

⑪
）

【
詞
書
13
】
河
津
、
心
を
か
（
変
）
へ
て
思
ひ
け
る
は
、「
さ
す
か
ま
た
の
（
俣
野
）
は

す
ま
ふ
（
相
撲
）
の
大
番
つ
と
（
勤
）
め
に
都
に
の
ほ
（
上
）
り
、
三
年
の
間
、
都
に
て

す
ま
ふ
（
相
撲
）
に
な
れ
、
一
度
も
ふ
か
く
（
不
覚
）
を
と
ら
ぬ
も
の
也
。
其
故
に
、
院

内
の
御
目
に
か
か
り
、
日
本
一
番
の
名
を
え
（
得
）
た
る
す
ま
ふ
（
相
撲
）
也
。
今
こ
こ

も
と
に
て
、
物
の
手
も
な
く
ま
（
負
）
か
さ
ん
事
は
、
か
へ
（
返
）
り
て
い
（
言
）
ひ
か

ひ
（
甲
斐
）
な
し
」
と
お
も
（
思
）
へ
は
、
二
度
め
に
は
、
さ
し
よ
り
（
差
し
寄
り
）
左

右
の
か
ひ
な
（
腕
）
を
つ
か
ん
て
、
さ
う
（
雑
）
人
の
う
へ
（
上
）
に
を
し
か
（
掛
）
け
、

ひ
さ
（
膝
）
を
つ
か
せ
て
入
に
け
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

河
津
三
郎
は
思
い
直
し
て
、「
さ
す
が
に
俣
野
五
郎
は
、
相
撲
の
大
番
勤
め
の
た
め
に

都
に
上
り
、
三
年
間
、
都
で
相
撲
に
馴
れ
、
一
度
も
不
覚
を
と
ら
な
か
っ
た
者
。
そ
れ
ゆ

【詞書 12】

【詞書 13】

挿図 5 – ⑩　「武家相撲絵巻」第十場面

挿図 5 – ⑪　「武家相撲絵巻」第十一場面
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狩
野
山
雪
と
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」
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「
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を
め
ぐ
っ
て

483

八
三

え
に
院
・
内
裏
の
お
目
に
か
か
っ
て
、
日
本
一
番
の
名
を
得
た
相
撲
と
り
な
の
で
あ
る
。

今
こ
こ
で
、
簡
単
に
負
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
」
と
思
い

な
が
ら
、
二
度
め
に
は
、
差
し
寄
っ
て
俣
野
五
郎
の
左
右
の
腕
を
つ
か
ん
で
雑
兵
た
ち
の

方
に
押
し
掛
け
、
膝
を
着
か
せ
て
、
座
に
戻
っ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

河
津
三
郎
が
俣
野
五
郎
の
両
腕
を
つ
か
ん
で
押
し
込
み
、
膝
を
着
か
せ
た
と
こ
ろ
が
描

き
出
さ
れ
て
い
る
。
左
右
の
見
物
衆
は
、
立
ち
上
が
り
、
あ
る
い
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
す

る
姿
勢
で
、
興
奮
の
極
致
に
あ
る
場
の
空
気
が
見
事
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

第
十
二
場
面
（
挿
図
5–

⑫
）

【
詞
書
14–

1
】
ま
た
の
（
俣
野
）
は
、た
た
（
只
）
も
い
（
入
）
ら
す
し
て
、「
こ
こ
（
此
処
）

な
る
木
の
根
に
け
つ
ま
つ
き
て
、ふ
か
く
（
不
覚
）
の
ま
（
負
）
け
を
そ
し
た
り
け
る
や
。

い
さ
今
一
番
と
ら
ん
」
と
い
ふ
。
お
ほ
ば
（
大
庭
）
是
を
聞
、
は
し
（
走
）
り
出
、「
け
に

け
に
。
是
に
、木
の
根
有
。
ま
ん
中
に
て
せ
う
ふ
（
勝
負
）
し
た
ま
へ
」
と
い
ひ
け
れ
は
、

伊
藤
聞
て
申
け
る
は
、「
河
津
か
ひ
さ
（
膝
）、
す
こ
（
少
）
し
な
か
（
流
）
れ
て
み
（
見
）

え
候
そ
。
ね
き
り
の
す
ま
ふ
（
相
撲
）
な
ら
は
こ
そ
、
意
趣
も
あ
ら
め
。
た
た
一
座
の
一

興
に
ま
（
負
）
け
申
て
、
お
も
し
ろ
し
。
出
相
申
せ
」
と
い
ひ
け
れ
は
、
河
津
や
か
て
そ

出
に
け
る
。

ま
た
の
（
俣
野
）
も
出
ん
と
し
た
り
し
を
、
一
族
共
、「
い
か
に
と
る
共
、
か
（
勝
）
つ
ま

し
き
そ
。
此
度
ま
（
負
）
け
は
、
二
度
の
ま
（
負
）
け
な
る
へ
し
」
と
い
ひ
け
れ
は
、
ま

た
の
（
俣
野
）
か
い
ふ
や
う
（
言
ふ
様
）
は
、「
河
津
は
力
は
つ
よ
（
強
）
く
お
ほ
（
覚
）

ゆ
れ
と
も
、す
ま
ふ
（
相
撲
）
の
故
実
は
候
は
す
。
御
覧
せ
よ
」
と
い
ひ
す
（
捨
）
て
て
、

猶
も
出
ん
と
す
る
処
に
、一
族
種
々
の
手
を
を
し
（
教
）
へ
け
れ
は
、「
心
え
（
得
）
た
り
」

と
て
、
出
あ
ひ
け
り
。

［
現
代
語
訳
］

　

俣
野
五
郎
は
座
に
戻
ら
ず
、「
こ
こ
に
あ
る
木
の
根
に
蹴
つ
ま
ず
い
て
、
不
覚
に
も
負

け
て
し
ま
っ
た
。
さ
ぁ
、
も
う
一
番
と
ろ
う
ぞ
」
と
い
っ
た
。
大
庭
景
義
は
、
こ
れ
を
聞

い
て
走
り
出
て
「
確
か
に
、
こ
こ
に
木
の
根
が
あ
る
。
ま
ん
中
で
勝
負
し
た
ま
え
」
と
い

う
の
に
対
し
、
伊
藤
祐
親
が
申
す
に
は
「
河
津
三
郎
の
膝
は
、
少
し
ぐ
ら
つ
い
て
い
る
。

木
の
根
に
つ
ま
ず
い
て
負
け
た
の
な
ら
、
恨
み
も
あ
ろ
う
。
た
だ
一
座
の
一
興
に
負
け
る

の
も
ま
た
、
お
も
し
ろ
い
。
出
あ
い
な
さ
れ
」
と
言
え
ば
、
河
津
三
郎
は
、
や
が
て
前
に

出
て
き
た
。

俣
野
五
郎
も
出
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
一
族
ど
も
が
止
め
て
「
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
も

勝
ち
目
は
な
か
ろ
う
。
今
度
負
け
れ
ば
、
二
度
負
け
に
な
る
ぞ
」
と
言
う
と
、
俣
野
五
郎

は
「
河
津
三
郎
は
、
力
は
強
い
が
、
相
撲
の
故
実
は
知
ら
な
い
者
で
あ
る
。
ご
覧
に
な
っ

て
お
れ
」
と
言
い
捨
て
、
な
お
も
出
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
一
族
た
ち
が
種
々
の
手
を

教
え
た
。
俣
野
五
郎
は
「
心
得
た
」
と
言
っ
て
、
勝
負
の
場
に
出
て
行
っ
た
。

【
詞
書
14–

2
】
を
し
（
教
）
へ
の
こ
と
く
、つ
ま
さ
き
（
爪
先
）
を
立
て
、か
い
な
（
腕
）

を
あ
け
、
す
き
（
隙
）
あ
ら
は
と
ね
ら
（
狙
）
ひ
け
り
。
河
津
は
前
後
、
す
ま
ふ
（
相
撲
）

は
是
か
は
し
め
（
始
め
）
な
れ
は
、
や
う
も
な
く
、
す
る
す
る
と
あ
ゆ
（
歩
）
み
よ
り
、

ま
た
の
（
俣
野
）
か
ぬ
け
ん
と
あ
い
（
相
）
し
ら
ふ
処
を
、
右
の
か
い
な
（
腕
）
を
つ
つ

と
の
（
延
）
へ
、
ま
た
の
（
俣
野
）
か
前
ほ
ろ
を
つ
か
ん
て
、
さ
（
差
）
し
の
け
、
あ
ら

く
も
は
た
ら
（
働
）
か
は
、
た
つ
な
も
こ
し
（
腰
）
も
、
き
れ
ぬ
へ
し
。
し
は
ら
（
暫
）

く
有
て
、
む
す
と
引
よ
せ
、
目
よ
り
た
か
（
高
）
く
さ
（
差
）
し
あ
（
上
）
け
、
半
時
は

か
り
有
て
、
横
様
に
、
か
た
（
片
）
手
を
は
な
ち
て
、
し
と
と
う
つ
。

ま
た
の
（
俣
野
）
は
、
や
か
て
、
お
（
起
）
き
な
を
（
直
）
り
、「
す
ま
ふ
（
相
撲
）
に
ま

（
負
）
く
る
は
、つ
ね
の
な
ら
ひ
。
な
ん
そ
御
ふ
ん
（
分
）
か
か
た
て
わ
さ
（
片
手
業
）
は
」
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と
い
ひ
け
れ
は
、「
以
前
も
か
（
勝
）
ち
た

る
す
ま
ふ
（
相
撲
）
を
、御
ろ
ん
（
論
）
候
間
、

今
度
は
ま
ん
中
に
て
、
か
た
手
を
も
つ
て
、

う
ち
申
た
り
。
い
ま
た
御
ふ
し
ん
（
不
審
）

や
候
へ
き
。御
覧
し
つ
る
か
人
々
」と
い
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

　

一
族
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
お
り
、
爪
先
を

立
て
て
腕
を
上
げ
、
隙
を
狙
っ
た
。
河
津
三

郎
は
、
相
撲
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
と
に
か
く
、
す
る
す
る
と
歩
み
よ
っ

て
、
俣
野
五
郎
が
動
き
を
窺
っ
て
い
る
と
こ

ろ
、
右
腕
を
伸
ば
し
て
、
俣
野
五
郎
の
ま
わ

し
を
つ
か
ん
で
強
く
引
き
つ
け
る
と
、
手
綱

も
腰
も
切
れ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く

し
て
河
津
三
郎
は
、
俣
野
五
郎
の
ま
わ
し
を

ぐ
っ
と
引
き
寄
せ
る
と
、
目
よ
り
高
く
差
し

上
げ
、
少
し
あ
っ
て
片
手
で
投
げ
、
地
面
に

放
り
出
し
て
し
た
た
か
打
ち
つ
け
た
。

　

俣
野
五
郎
は
、や
が
て
起
き
上
が
っ
て「
相

撲
に
勝
ち
負
け
が
あ
る
の
は
、
世
の
道
理
。

お
前
の
片
手
の
技
は
何
だ
」
と
言
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
河
津
三
郎
は
、「
先
ほ
ど
勝
っ

た
相
撲
に
つ
い
て
、
お
前
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

言
い
訳
し
た
の
で
、
今
度
は
真
ん
中
で
、
片

手
で
や
っ
た
ま
で
。
ま
だ
疑
い
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
ご
覧
に
な
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
、
俣

野
方
の
方
々
」
と
言
っ
た
。

［
画
の
描
写
と
の
対
応
］

　

河
津
三
郎
が
、
俣
野
五
郎
の
ま
わ
し
を
片
手
で
持
っ
て
目
よ
り
高
く
差
し
上
げ
、
今
に

も
投
げ
つ
け
よ
う
と
す
る
場
面
を
描
く
。
俣
野
五
郎
は
た
ま
ら
ず
、
河
津
三
郎
の
髷
を
つ

か
ん
で
い
る
。
見
物
衆
は
、
み
な
立
ち
上
が
り
、
ま
さ
に
大
団
円
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

シ
ー
ン
が
見
事
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
詞
書
と
と
も
に
描
か
れ
た
十
二
の
場
面
を
順
に
考
察
し
て
き
た
。「
武
家
相
撲

絵
巻
」
に
描
か
れ
た
内
容
は
、「
平
安
時
代
初
期
の
皇
位
継
承
に
関
わ
る
相
撲
」
と
「
鎌

倉
時
代
の
源
頼
朝
に
関
わ
る
相
撲
」
で
、
前
者
は
『
平
家
物
語
』・『
源
平
盛
衰
記
』・『
曾

我
物
語
』、
後
者
は
『
曾
我
物
語
』、
そ
れ
ぞ
れ
武
家
の
物
語
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

相
撲
の
起
源
は
非
常
に
古
く
、
紀
元
前
ま
で
遡
る
と
も
さ
れ
、『
日
本
書
紀
』
に
登
場

す
る
野の

見み
の
す
く宿

禰ね

と
当た

い
ま
の麻

蹴け

速は
や

が
闘
う
「
捔す

ま

い力
」
な
ど
、
神
話
の
時
代
の
故
事
か
ら
見
ら
れ

る
。
一
方
、
相
撲
を
描
い
た
絵
画
と
い
え
ば
、
江
戸
時
代
後
期
に
盛
行
し
た
浮
世
絵
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
撲
絵
は
す
ぐ
に
浮
か
ぶ
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
前
の
絵
画
の
遺
品
と
な
る
と
、

意
外
に
も
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。
山
雪
以
前
の
絵
画
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
相

撲
古
図
」（
島
根
・
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
）
が
室
町
時
代
の
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
に
宮
中
や
神
社
で
神
に
奉
納
さ
れ
た
相
撲
、
神
事
と
し
て
の
相
撲

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
は
、
神
事
に
関
わ
る
も
の

で
は
な
く
、
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
武
家
の
物
語
に
登
場
す
る
「
勝
負
事
と
し
て
の
相

撲
」
を
描
き
連
ね
た
も
の
で
あ
っ
て
「
物
語
絵
巻
」
と
い
っ
て
よ
い
。
相
撲
の
対
戦
を
絵

画
化
し
た
場
面
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
見
、「
相
撲
古
図
」
と
同
類
の
も
の

【詞書 14– 1】【詞書 14– 2】

挿図 5 – ⑫　「武家相撲絵巻」第十二場面
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狩
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の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
が
、
神
事
と
し
て
の
相
撲
を
描
い
た
絵
画
と
は
別
の
性
格
を
持

っ
た
物
語
絵
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
、「
武
家
相
撲
絵
巻
」
の
造
形
と
制
作
事
情
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　

三
、　

造
形
と
制
作
事
情

（
一
）
人
物
描
写
と
そ
の
魅
力

　
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
の
筆
者
が
山
雪
で
あ
る
こ
と
は
、
息
子
の
永
納
に
よ
っ
て
明
記
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
何
よ
り
も
画
そ
の
も
の
が
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
闊
達
な

人
物
描
写
は
す
ば
ら
し
く
、
輪
郭
線
・
衣
紋
線
は
対
象
の
形
を
的
確
に
と
ら
え
、
筆
勢
は

伸
び
や
か
で
あ
る
。
筋
肉
が
躍
動
す
る
身
体
の
描
写
、
そ
の
充
実
度
は
高
い
（
挿
図
6
〜

9
）。

　

見
物
人
た
ち
の
顔
や
身
体
の
描
写
は
、
山
雪
筆
「
天
神
飛
梅
図
」
や
「
藤
原
俊
成
・
定

家
・
為
家
像
」（
大
阪
・
逸
翁
美
術
館
）
と
共
通
し
て
い
る
（
挿
図
10
・
11
）。
や
や
吊
り
あ

が
っ
た
切
れ
長
の
眼
、
朱
の
隈
取
り
を
ほ
ど
こ
し
た
入
念
な
顔
の
描
写
は
、
山
雪
の
人
物

画
の
顔
の
表
現
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
（
挿
図
12
・
13
）。

　

こ
れ
ら
和
人
物
画
に
加
え
、「
歴
聖
大
儒
像
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
や
「
聖
賢
図
押
絵

貼
屛
風
」（
京
都
国
立
博
物
館
）
な
ど
漢
人
物
画
の
目
鼻
の
描
法
と
も
一
致
し
、
同
筆
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
（
挿
図
12
・
14
）。

　

さ
ら
に
、
老
人
に
み
ら
れ
る
、
骨
と
皮
だ
け
の
よ
う
な
横
顔
は
、
同
じ
く
山
雪
の
「
藤

原
俊
成
像
」（
大
阪
・
逸
翁
美
術
館
）
や
「
四
季
耕
作
図
屛
風
」（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術

館
）
に
描
か
れ
た
老
人
の
描
写
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
（
挿
図
15
）。

髪
や
髯
、体
毛
の
執
拗
と
も
い
え
る
入
念
な
描
写
も
、た
と
え
ば
「
蝦
蟇
鉄
拐
図
」（
京
都
・

挿図 6　「武家相撲絵巻」第二場面　
部分

挿図 7　「武家相撲絵巻」第七場面　部分

挿図 9　「武家相撲絵巻」第十一場面　部分

挿図 8　「武家相撲絵巻」第九場面　部分
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泉
涌
寺
）
な
ど
に
通
じ
る
山
雪
の
人
物
描
写
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
（
挿
図
16
）。

　

一
方
で
、
力
士
た
ち
の
筋
肉
の
躍
動
を
描
き
出
す
描
線
は
、
こ
れ
ま
で
の
山
雪
画
に
は

求
め
難
か
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
挿
図
17
）。
う
ね
う
ね
と
筆

を
く
ね
ら
せ
な
が
ら
引
か
れ
た
描
線
は
、
有
機
的
な
輪
郭
や
筋
を
つ
く
り
、
そ
の
線
沿
い

に
代
赭
の
隈
取
、
濃
淡
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
筋
肉
の
隆
起
や
力
の
こ
も
っ
た
緊

張
と
い
っ
た
も
の
が
、
効
果
的
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
山
楽
の
「
車
争
図
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
に
通
じ
る
と
こ
ろ
も
い
く
ぶ
ん

あ
る
が
、
五
指
を
思
い
切
り
広
げ
両
腕
を
伸
ば
す
や
や
大
袈
裟
な
ポ
ー
ズ
、
劇
的
な
構
図

な
ど
、躍
動
的
で
柔
軟
な
表
現
が
、画
面
を
活
気
に
満
ち
た
も
の
に
し
て
い
る
（
挿
図
18
）。

こ
う
し
た
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
と
も
い
え
る
人
物
描
写
は
、「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」（
奈

良
・
朝
護
孫
子
寺
）
や
「
伴
大
納
言
絵
巻
」（
東
京
・
出
光
美
術
館
）
な
ど
、
平
安
時
代
の

絵
巻
物
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
表
現
か
ら
学
ん
だ
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
飛
倉
巻
の
巻
末
近
い
「
戻
っ
た
米
俵
に
喜
ぶ
長
者

の
家
」
の
場
面
（
挿
図
19
）
で
、
縁
側
に
仁
王
立
ち
し
両
手
を
あ
げ
五
指
を
広
げ
き
っ
た

女
性
や
、
背
を
向
け
た
女
性
の
ポ
ー
ズ
な
ど
を
、「
武
家
相
撲
絵
巻
」
の
見
物
人
た
ち
の

姿
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
強
い
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、 挿図 10　狩野山雪筆「天神飛梅図」部分

挿図 11　狩野山雪筆「藤原俊成・定家・為家像」（大阪・逸翁美術館蔵）部分

狩野山雪筆「藤原俊成・定家・為
家像」（大阪・逸翁美術館蔵）のう
ち藤原定家像 部分

「武家相撲絵巻」第十二場面 部
分

狩野山雪筆「天神飛梅図」部分

挿図 12　面貌表現の比較
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「武家相撲絵巻」第十場面 部分

狩野山雪筆「歴聖大儒像」孟子（東
京国立博物館蔵） 部分

「武家相撲絵巻」第七場面 部分

「武家相撲絵巻」第一場面 部分

狩野山雪筆「聖賢図押絵貼屛風」李勣
（京都国立博物館蔵）部分

「武家相撲絵巻」第十場面 部分

狩野山雪筆「藤原俊成・定家・為家像」（大
阪・逸翁美術館蔵）のうち藤原俊成像 部分

狩野山雪筆「藤原俊成・定家・為家像」（大
阪・逸翁美術館蔵）のうち藤原為家像 部分

狩野山雪筆「歴聖大儒像」
帝舜（東京国立博物館蔵） 部分

狩野山雪筆「四季耕作図屛風」（東京
藝術大学大学美術館蔵）　右隻第一扇
部分

挿図 13　面貌表現の比較

挿図 14　面貌表現の比較

挿図 15　面貌表現の比較
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同
じ
く
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
飛

倉
巻
の
最
初
の
方
「
飛
び
去
る
倉

に
驚
く
人
び
と
」
の
有
名
な
場
面

（
挿
図
20
）
で
は
、
空
を
飛
ぶ
鉢

に
乗
っ
た
倉
と
、
そ
れ
を
捕
ま
え

ん
ば
か
り
に
腕
を
伸
ば
す
地
上
の

人
々
の
姿
は
、「
武
家
相
撲
絵
巻
」

第
三
場
面
（
挿
図
5–

③
）
の
投

げ
飛
ば
さ
れ
た
伴
能
雄
と
、
そ
れ

を
驚
き
の
表
情
で
真
下
か
ら
見
上

げ
る
人
々
の
姿
と
、
高
低
差
や
運

動
、
激
し
い
感
情
表
現
の
点
で
、

深
い
類
似
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ

ら
に
、「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
の

同
じ
場
面
、
右
手
の
方
か
ら
鉢
を

見
上
げ
る
人
々
の
顔
の
向
き
や
視

線
は
、
向
き
は
左
右
異
な
る
も
の

の
、「
武
家
相
撲
絵
巻
」
第
二
場

面
（
挿
図
5–

②
）
左
方
の
見
物

人
た
ち
の
そ
れ
と
通
い
合
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
に
お
け
る

見
物
人
た
ち
の
「
静
」
と
「
動
」

の
表
現
に
つ
い
て
も
注
目
し
た

い
。

　

第
一
、
第
四
、
第
六
、
第
十
場
面
は
、
固
唾
を
呑
ん
で
成
り
行
き
を
見
守
る
「
静
」
的

な
場
面
で
あ
る
。
個
々
の
見
物
人
た
ち
は
、
握
っ
た
拳
を
膝
に
置
い
て
お
り
、
み
な
坐
っ

て
い
る
。
群
像
と
し
て
見
れ
ば
、
人
々
は
整
然
と
な
ら
ん
で
四
角
形
や
三
角
形
の
マ
ッ
ス

を
つ
く
っ
て
お
り
、内
側
へ
の
強
い
ベ
ク
ト
ル
が
し
め
さ
れ
る（
挿
図
5–

①
・
④
・
⑥
・
⑩
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
、
第
三
、
第
五
、
第
七
、
第
九
、
第
十
一
、
第
十
二
場
面
は
「
動
」

的
な
場
面
で
あ
る
。個
々
の
見
物
人
た
ち
は
、腕
を
伸
ば
し
て
五
指
を
思
い
切
り
広
げ
る
、

膝
を
突
い
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
、
立
ち
上
が
る
、
と
身
体
の
動
き
は
大
き
い
。
群
像

と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
人
々
は
不
規
則
に
離
れ
、
乱
れ
て
お
り
、
力
士
た
ち
の
取
り
組
み

と
呼
応
し
、
場
の
混
乱
が
見
事
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
、
力
の
ベ
ク
ト
ル

狩野山雪筆「蝦蟇鉄拐図」（京都・泉涌寺蔵） 鉄
拐　部分

「武家相撲絵巻」第十場面 部分
挿図 16　執拗な体毛描写

挿図 17　「武家相撲絵巻」第十二場面 部分
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挿図 18　「武家相撲絵巻」第五場面 部分

挿図 19　国宝「信貴山縁起絵巻」（奈良・朝護孫子寺蔵）飛倉巻「戻った米俵に喜ぶ長者の家」
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は
放
射
状
に
外
へ
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
挿
図
5–

②
・
③
・
⑤
・
⑦
・
⑨
・
⑪
・
⑫
）。

第
八
場
面
は
、
左
半
が
「
静
」、
右
半
が
「
動
」
と
み
な
せ
よ
う
（
挿
図
5–

⑧
）。

　

こ
と
に
伴
能
雄
が
紀
名
虎
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
る
第
三
場
面
に
お
い
て
（
挿
図
5–

③
）、

右
手
の
見
物
人
の
「
つ
」
の
字
型
の
群
像
配
置
は
秀
逸
で
、
伴
能
雄
と
紀
名
虎
を
包
み
込

み
、
向
か
っ
て
右
か
ら
左
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
生
ん
で
い
る
。
ま
る
で
、
し
な

る
弓
（
紀
名
虎
）
と
放
た
れ
た
矢
（
伴
能
雄
）
の
よ
う
な
運
動
の
方
向
と
力
と
を
、「
つ
」

の
字
型
の
群
像
配
置
が
、
よ
り
強
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
群
像
が
ま
る

で
矢
を
放
っ
た
右
手
で
あ
る
か
の
よ
う
に
。
一
方
、
左
方
の
見
物
人
た
ち
は
身
を
か
が
め

て
、
投
げ
ら
れ
た
能
雄
を
見
上
げ
な
が
ら
左
方
向
へ
逃
げ
る
動
き
を
し
め
し
て
お
り
、
群

像
の
つ
く
る
斜
線
と
、
投
げ
る
名
虎
か
ら
投
げ
ら
れ
る
能
雄
へ
の
斜
線
が
、
平
行
関
係
に

な
る
よ
う
に
構
図
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
工
夫
、
見
物
人
の
群
像
描
写
の
工
夫
に

よ
り
、
力
士
た
ち
の
右
か
ら
左
へ
の
、
力
強
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ほ
ぼ
全
場
面
に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
各
所
で
見
物
人
た
ち
の
身
体
を
下
辺

で
ト
リ
ミ
ン
グ
し
、
描
き
消
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
闘
う
力
士
た
ち
を
よ
り
大
き
く
描

く
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
、
同
時
に
闘
い
の
場
を
包
み
込
む
よ
う
な
絵
画
空
間
が
実

現
し
て
い
る
。
力
士
や
見
物
人
た
ち
が
す
ぐ
近
く
に
い
る
よ
う
な
臨
場
感
を
生
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
絵
巻
と
い
う
縦
寸
が
限
ら
れ
た
画
面
を
逆
手
に
と
っ
た
巧
妙
な
構
図
法
と
い

え
よ
う
。絵
巻
な
ら
で
は
の
横
へ
横
へ
と
展
開
す
る
画
面
を
自
在
に
操
り
、静
か
ら
動
へ
、

動
か
ら
静
へ
と
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
展
開
さ
せ
る
絵
師
の
演
出
は
、
見
事
と
い
う
よ
り
ほ

か
な
い
。

　

巧
み
な
構
図
、
闊
達
な
墨
描
、
透
明
感
の
あ
る
淡
彩
が
、
気
品
の
あ
る
爽
や
か
な
画
趣

を
生
ん
で
い
る
点
は
、
ま
さ
に
山
雪
の
持
ち
味
で
あ
り
、
享
受
者
た
ち
を
充
分
満
足
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
享
受
者
と
は
誰
な
の
か
。
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（
二
）
支
持
層
と
し
て
の
東
本
願
寺

　

こ
こ
で
、
巻
末
の
狩
野
永
納
に
よ
る
奥
書
に
、
三
た
び
目
を
向
け
た
い
（
挿
図
2
）。

　
　
　
　

右
相
撲
図
、
在
前
者
能
雄
名
虎
之
事
、
在
後
者

　
　
　
　

河
津
股
野
之
事
也
、
東
泰
院
前
門
主
為
所
進

　
　

将
軍
家
、
使　

先
君
山
雪
始
図
之
、　　
　
　
　

永
納
識

　

前
半
部
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
絵
の
主
題
で
あ
っ
た
が
、
後
半
部
に
重
要
な
事

実
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
東
泰
院
前
門
主
が
将
軍
家
に
進
ず
る
と
こ
ろ
の
た
め
、
先
君
の

山
雪
を
し
て
始
め
て
こ
れ
を
図
せ
し
む
」、
つ
ま
り
「
東
泰
院
・
前さ

き

の
門
主
が
、
徳
川
将

軍
家
に
進
呈
す
る
た
め
、
父
の
山
雪
に
始
め
て
こ
の
絵
を
描
か
せ
た
」
と
い
う
。
絵
巻
の

注
文
主
、
制
作
目
的
（
贈
り
先
）、
筆
者
が
こ
こ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

東
泰
院
・
前
の
門
主
と
は
、
東
本
願
寺
の
宣せ

ん
に
ょ如

（
一
六
〇
二
～
五
八
）
の
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
宣
如
は
、
第
十
二
代
教
如
の
第
十
二
子
（
三
男
）
と
し
て
生
ま
れ
、
慶
長
十

九
年
（
一
六
一
四
）、
父
の
教
如
の
示
寂
に
と
も
な
い
、
わ
ず
か
十
三
歳
に
し
て
東
本
願

寺
を
継
承
、
第
十
三
代
と
な
っ
た
。「
東
泰
院
」
は
、
そ
の
院
号
で
、
承
応
二
年
（
一
六

五
三
）
に
退
隠
し
、
次
男
の
琢
如
に
門
主
を
継
が
せ
て
い
る
。
山
雪
の
義
父
、
山
楽
が
描

い
た
「
親
鸞
像
」（
滋
賀
・
常
徳
寺
）
の
賛
を
染
筆
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
（
挿
図
21
）。

　

山
楽
と
東
本
願
寺
に
は
、
実
は
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
五
十
嵐
公
一
氏

が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
山
楽
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
九
条
幸
家
の
娘
、
成
等
院
が
宣
如
に

嫁
い
で
い
る
（
（（
（

。
第
二
に
、
京
狩
野
家
の
菩
提
寺
浄
慶
寺
は
、
東
本
願
寺
の
末
寺
だ
っ
た
（
（（
（

。

第
三
に
、
東
本
願
寺
の
江
戸
初
期
の
障
壁
画
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
武
田
恒
夫
氏
紹
介
の

「
京
狩
野
家
伝
来
の
古
記
録
の
写
し
（
（（
（

」
に
は
、
東
本
願
寺
の
諸
堂
宇
内
を
飾
っ
た
障
壁
画

の
筆
者
と
し
て
「
山
楽
」「
山
雪
」
の
名
が
多
数
挙
げ
ら
れ
、
彼
ら
が
主
体
と
な
っ
て
壮

大
な
障
壁
画
の
制
作
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
近

年
、
多
田
羅
多
起
子
氏
は
、
こ
の
史
料
に
記
さ
れ
た
鶴
之
間
（
白
書
院
）
二
之
間
の
障
壁

画
「
蘭
亭
曲
水
」
の
記
述
と
、
か
つ
て
、
そ
の
山
雪
直
筆
の
下
絵
と
し
て
土
居
次
義
氏
が

紹
介
さ
れ
た
「
蘭
亭
曲
水
図
」
画
稿
（
現
所
在
不
明
）
の
写
真
に
注
目
し
、
京
都
工
芸
繊

維
大
学
附
属
図
書
館
に
保
管
さ
れ
る
そ
の
写
真
の
全
貌
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か

ら
窺
わ
れ
る
東
本
願
寺
障
壁
画
「
蘭
亭
曲
水
図
」
と
山
雪
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
「
蘭
亭
曲

水
図
屛
風
」（
重
要
文
化
財
、
随
心
院
）
と
の
関
係
を
詳
し
く
考
察
さ
れ
た
。
山
雪
と
東
本

願
寺
、
宣
如
の
深
い
つ
な
が
り
、
同
時
に
下
絵
と
本
絵
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
論
じ
ら

れ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
奥
書
が
示
す
「
宣
如
が
徳
川
将
軍
家
に
進
呈
す
べ
く
、
こ
の
絵
巻

を
調
製
し
た
こ
と
」、「
そ
の
筆
者
と
し
て
指
名
さ
れ
た
の
が
山
雪
で
あ
っ
た
こ
と
」
は
、

以
上
の
よ
う
な
文
脈
に
沿
っ
て
み
れ
ば
、
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
だ
ろ

う
。要
す
る
に
、山
楽
か
ら
山
雪
へ
と
引
き
継
が
れ
た
東
本
願
寺
門
主
宣
如
か
ら
の
厚
誼
、

そ
れ
が
実
を
結
ん
だ
重
要
な
画
事
な
の
だ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
山
雪
が
宣
如
に
命
じ

ら
れ
て
制
作
し
た
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
は
、
宣
如
と
山
雪
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
し

め
す
実
作
品
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
東
本
願
寺
、
そ
の
法
主
で
あ
っ
た
宣
如
が
、
山
雪
の
有

挿図 21　狩野山楽筆 ･宣如賛「親鸞像」
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力
な
支
持
層
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
重
要
作
品
と
し
て
、
研
究
上
、
高
く
評
価
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
）
正
本
・
副
本
の
問
題

　

と
こ
ろ
で
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
は
、
紙
本
墨
画
淡
彩
と
い
う
質
素
な
材
質
で
、
装
丁
も

簡
素
、
山
雪
の
落
款
印
章
が
な
い
。
一
方
で
、
嗣
子
の
永
納
に
よ
る
疑
い
な
い
奥
書
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
永
納
が
山
雪
画
を
写
し
た
模
本
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
も
生

じ
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
他
の
永
納
の
人
物
画
と
比
べ
て
、
そ
の
描
法
は
明
ら
か
に
異

な
る
し
（
（（
（

、「
武
家
相
撲
絵
巻
」
に
し
め
さ
れ
た
自
律
的
な
墨
描
や
濃
淡
の
ぼ
か
し
な
ど
の

初
発
性
は
、
模
写
で
は
け
っ
し
て
得
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
章
の
（
一
）
で
考
察

し
た
よ
う
に
、
他
の
山
雪
の
人
物
画
と
比
較
し
て
同
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
う

し
た
事
実
か
ら
導
か
れ
る
の
が
、
正
本
と
副
本
と
い
う
概
念
で
あ
る
。

　

相
撲
博
本
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
は
、
京
狩
野
家
に
控
え
と
し
て
残
さ
れ
た
山
雪
直
筆
に

よ
る
副
本
だ
っ
た
、
実
際
に
進
呈
さ
れ
た
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
正
本
は
別
に
あ
っ
た
、
そ

の
よ
う
に
仮
定
し
た
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
相
撲
博
本
は
、
正
本
で
あ
る
本
絵
に
仕
立
て
上

げ
る
た
め
の
最
終
段
階
の
彩
色
さ
れ
た
下
絵
で
あ
り
、
そ
の
完
成
度
の
高
さ
か
ら
、
控
え

の
副
本
と
し
て
京
狩
野
家
に
残
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
た
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
山
雪
の

落
款
が
な
い
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。
副
本
だ
っ
た
と
し
て
も
、
正
本
の
現
存
が
確
認
さ

れ
な
い
現
在
、
相
撲
博
物
館
本
が
き
わ
め
て
重
要
な
遺
品
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

と
な
れ
ば
、
将
軍
家
に
贈
ら
れ
た
正
本
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と

い
う
こ
と
に
関
心
が
向
か
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
の
が
、「
長

恨
歌
図
巻
」
で
あ
る
。
山
雪
筆
「
長
恨
歌
図
巻
」
は
、
東
京
・
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
三

巻
本
（
（（
（

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
の
二
巻
本
の
二
件
が

知
ら
れ
、
両
者
の
図
様
は
ほ
と
ん
ど
重
な
る
。
支
持
体
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
紙
で
あ
る

の
に
対
し
て
後
者
は
絹
で
あ
り
、
色
彩
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
抑
制
気
味
の
淡
い
彩
色
で

あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
濃
密
な
彩
色
で
、
し
か
も
手
の
込
ん
だ
裏
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
結
果
、
前
者
が
透
明
感
と
軽
快
さ
を
み
せ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
重
厚
で

ま
る
で
宝
石
の
よ
う
な
輝
き
を
み
せ
る
、
と
い
う
違
い
を
生
じ
て
い
る
。
私
は
「
狩
野
山

楽
・
山
雪
」
展
図
録
に
お
い
て
、
前
者
は
下
絵
な
い
し
別
の
山
雪
画
の
模
本
で
、
後
者
が

本
絵
、
な
ど
と
曖
昧
な
記
述
を
し
て
い
た
が
、「
前
者
は
山
雪
直
筆
の
下
絵
」
と
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
美
術
史
学
会
東
支
部
例
会
の

口
頭
発
表
（
（（
（

で
も
述
べ
た
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
「
長
恨
歌
図
巻
」
は
山
雪
直
筆
の
下

絵
で
あ
り
副
本
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
本
「
長
恨

歌
図
巻
」
は
山
雪
直
筆
の
本
絵
で
あ
り
正
本
で
あ
っ
た
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
よ
う
に
訂
正

し
た
い
。

　

悲
恋
物
語
を
絵
画
化
し
た
「
長
恨
歌
図
巻
」
と
、
猛
々
し
い
物
語
を
絵
画
化
し
た
「
武

家
相
撲
絵
巻
」。
下
絵
・
副
本
か
ら
本
絵
・
正
本
を
想
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
両
者
が
か

な
り
性
格
の
異
な
る
主
題
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
顔

料
や
支
持
体
の
材
質
に
つ
い
て
は
、同
様
の
違
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
武

家
相
撲
絵
巻
」
の
正
本
は
、
濃
厚
な
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
絹
地
の
絵
巻
だ
っ
た
、
そ
の

よ
う
に
想
定
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

林
鵞
峰
「
狩
野
永
納
家
伝
画
軸
序
」
に
「（
山
雪
は
）
暇
日
、
図
絵
宝
鑑
名
録
、
源
氏

物
語
図
画
記
、
武
陵
雑
記
、
画
談
等
を
著
す
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
山
雪
に
『
図
絵
宝

鑑
名
録
』『
源
氏
物
語
図
画
記
』『
武
陵
雑
記
』『
画
談
』
な
ど
の
著
書
が
あ
っ
た
と
い
う

の
だ
が
、
本
自
体
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
書
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名
か
ら
み
て
、中
国
・
元
代
の
夏
文
彦
の
作
っ
た
画
家
伝『
図
絵
宝
鑑
』を
基
に
し
た
著
作
、

『
源
氏
物
語
』
絵
画
化
に
関
す
る
著
述
な
ど
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
著
述

は
お
そ
ら
く
刊
行
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
山
雪
が
絵
画
制
作
の
傍
ら
で
著

述
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
内
容
は
和
漢
に
わ
た
る
著
述
で

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
山
雪
の
学
者
肌
の
気
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
の
永
納
奥
書
が
伝
え
る
「
山
雪
始
図
之
」（
山
雪
始
め

て
こ
れ
を
図
す
）
も
、
意
味
深
長
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
山
雪
作
品
に
は
、
し
ば
し
ば
こ

の
言
葉
が
落
款
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
私
は
、
以
前
別
稿
で
、
こ
の
こ
と
に
言
及
し
、

山
雪
の
実
証
主
義
・
批
判
精
神
を
し
め
す
も
の
と
述
べ
た
（
（（
（

。

　
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
に
は
、物
語
絵
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、

内
搦
、
外
搦
、
大
渡
懸
、
小
渡
懸
と
い
っ
た
相
撲
の
組
み
手
な
ど
に
関
す
る
、
い
さ
さ
か

難
解
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
古
代
・
中
世
の
相
撲
に
対
す
る
専
門
的
な
知
識
が
求
め

ら
れ
る
主
題
で
あ
っ
て
、
作
画
に
あ
た
っ
て
山
雪
は
、
古
画
や
故
事
等
を
充
分
に
調
べ
、

宣
如
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
た
う
え
で
新
た
な
図
様
、
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
そ
う

と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山
雪
は
、
そ
う
し
た
自
ら
の
積
極
的
な
作
画
姿
勢
に
矜

持
を
持
っ
て
い
た
。「
先
君
山
雪
始
図
之　

永
納
識
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
よ
う
な
山

雪
の
作
画
に
対
す
る
思
い
を
、
子
の
永
納
が
代
弁
し
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

筆
者
は
山
雪
、
注
文
主
は
東
本
願
寺
第
十
三
代
の
宣
如
、
制
作
目
的
は
徳
川
将
軍
家
に

贈
る
た
め
、
と
い
う
事
実
が
嗣
子
永
納
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
「
武
家
相
撲
絵
巻
」。
こ

の
絵
巻
は
、
具
体
的
な
制
作
事
情
が
判
明
す
る
実
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。
漢
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
か
っ
た
山
雪
の
作
家
像
を
く
つ
が
え
す
純
日
本
的
な
主
題
で
あ
っ
て
、
描
写
内

容
に
さ
ま
ざ
ま
な
考
証
が
求
め
ら
れ
る
主
題
の
担
当
絵
師
と
し
て
、
学
究
肌
の
山
雪
は
う

っ
て
つ
け
の
人
物
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
支
持
層
で
あ
る
東
本
願
寺
と
山
雪
の
密
接
な
関

係
、
山
雪
の
す
ぐ
れ
た
人
物
表
現
・
群
像
表
現
を
教
え
て
く
れ
る
重
要
作
品
と
し
て
、「
武

家
相
撲
絵
巻
」
は
、
山
雪
研
究
上
、
重
視
す
べ
き
作
品
な
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

同
展
に
つ
い
て
、
鈴
木
廣
之
氏
よ
り
詳
細
か
つ
長
文
の
展
覧
会
評
を
い
た
だ
い
た
。
鈴
木
廣
之

「
展
覧
会
評
「
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
展
」『
美
術
研
究
』
四
一
二
、
二
〇
一
四
年
。

（
2
）　

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
「
松
江
開
府
４
０
０
年　

ど
す
こ
い
！
�
出
雲
と
相
撲
�
」

展
図
録
、
二
〇
〇
九
年
。
こ
の
絵
巻
の
図
版
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
京
都
国
立
博
物
館
の
水
谷
亜

希
氏
に
ご
教
示
い
た
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
3
）　

相
撲
博
物
館
学
芸
員
の
中
村
史
彦
氏
に
は
、
調
査
に
あ
た
っ
て
種
々
ご
高
配
い
た
だ
き
、
奥
平

俊
六
氏
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
4
）　

京
都
国
立
博
物
館
、
特
別
展
覧
会
『
狩
野
山
楽
・
山
雪
』
図
録
、
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一
三
年
。

「
武
家
相
撲
絵
巻
」
は
出
品
番
号
65
。

（
5
）　

本
紙
の
各
紙
の
幅
は
次
の
と
お
り
。
第
一
紙
＝
四
〇
・
二
㎝
、
第
二
～
五
紙
＝
各
五
一
・
二
㎝
、

第
六
紙
＝
五
一
・
八
㎝
、
第
七
～
十
二
紙
＝
各
五
一
・
五
㎝
、
第
十
三
紙
＝
二
七
・
五
㎝
、
第
十

四
紙
＝
五
一
・
五
㎝
、
第
十
五
紙
＝
二
三
・
〇
㎝
、
第
十
六
紙
＝
五
一
・
二
㎝
、
第
十
七
紙
＝
五

〇
・
九
㎝
、
第
十
八
～
二
十
一
紙
＝
各
五
一
・
二
㎝
、
第
二
十
二
紙
＝
五
〇
・
八
㎝
、
第
二
十
三

紙
＝
五
〇
・
二
㎝
、
第
二
十
四
紙
＝
五
一
・
二
㎝
、
第
二
十
五
紙
＝
五
一
・
四
㎝
、
第
二
十
六
紙

＝
四
四
・
一
㎝
（
見
返
し
と
軸
付
紙
は
除
く
）

（
6
）　

五
十
嵐
公
一
企
画
「
狩
野
永
納
�
そ
の
多
彩
な
る
画
業
�
」
展
図
録
、兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

一
九
九
九
年
。
同
書
巻
末
に
収
録
さ
れ
る
永
納
の
署
名
の
図
版
と
比
較
す
れ
ば
、
同
筆
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
7
）　
「
相
撲
絵
巻
」
東
博
模
本
の
寸
法
は
、
縦
三
九
・
三
㎝
、
全
長
一
二
七
〇
・
三
㎝
。
縦
が
相
撲

博
本
よ
り
も
五
・
七
㎝
大
き
い
が
、
原
本
の
天
地
の
位
置
を
し
め
す
短
い
水
平
線
が
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
天
地
は
ほ
ぼ
三
五
㎝
。
そ
れ
で
も
相
撲
博
本
よ
り
も
一
・
四
㎝
大
き

い
が
、
そ
の
分
、
東
博
模
本
の
方
が
、
詞
書
の
上
の
余
白
が
大
き
い
。
相
撲
博
本
の
上
部
は
、
当

初
よ
り
も
一
・
四
㎝
ほ
ど
切
り
縮
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
8
）　

奥
書
に
つ
い
て
、
字
形
ま
で
写
し
と
っ
て
い
る
が
、
五
文
字
目
の
「
在
」
が
「
右
」
に
、
十
文

字
目
の
「
名
」
が
「
各
」
に
近
い
字
形
に
な
っ
た
り
と
、
書
に
も
写
し
崩
れ
が
見
ら
れ
る
。

（
9
）　

天
保
十
一
年
当
時
の
錦
小
路
家
は
頼よ

り
お
さ易
（
一
八
〇
三
～
一
八
五
一
）
の
代
。

（
10
）　

松
原
茂
「
狩
野
晴
川
と
絵
巻
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
四
四
、
一
九
七
九
年
）、
池
田
宏
「
狩

野
晴
川
院
『
公
用
日
記
』
に
み
る
諸
相
」（『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
28
、
一
九
九
三
年
）、「
東
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

494

九
四

京
国
立
博
物
館
所
蔵 

木
挽
町
狩
野
家
関
連 

寺
社
宝
物
模
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
東
京
国
立
博
物

館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
一
三
年
よ
り
公
開
、
安
藤
香
織
科
研
で
作
成
、「
相
撲
絵
巻
模
本
」
は
、

	
http://w

ebarchives.tnm
.jp/infolib/m

eta_pub/G0000002120215M
H
_84

）、
安
藤
香
織

「《
調
査
報
告
》
狩
野
晴
川
院
養
信
の
宝
物
模
本
制
作
─
天
保
十
四
年
、
熱
海
湯
治
に
関
わ
る
模
本

─
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
四
八
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
11
）　

以
下
の
詞
書
翻
刻
は
、
前
掲
註
4
の
二
八
九
～
二
九
〇
頁
に
掲
載
し
た
翻
刻
に
基
づ
き
、
一
部

修
正
を
加
え
た
。
図
録
で
の
翻
刻
に
は
、
福
岡
市
博
物
館
学
芸
員
（
翻
刻
当
時
、
京
都
大
学
大
学

院
生
）
の
佐
々
木
（
大
橋
）
あ
き
つ
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
12
）　

こ
の
奥
書
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
田
中
潤
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ

る
。
な
お
、
前
掲
註
４
の
作
品
解
説
で
は
「
東
泰
院
前
門
主
が
将
軍
家
の
使
い
に
進
呈
す
る
た
め

に
制
作
」
な
ど
と
誤
っ
た
読
み
を
し
て
い
た
。
改
行
し
て
行
頭
に
「
将
軍
家
」
を
突
出
さ
せ
る
「
台

頭
」
は
、
将
軍
家
に
最
大
級
の
敬
意
を
示
し
た
も
の
で
、「
使
」
は
使
役
の
「
せ
し
む
る
」
と
読

む
の
が
正
し
く
、「
使 　

 

先
君
山
雪
」
と
間
を
空
け
る
「
欠
字
」
は
、「
先
君
山
雪
」
に
対
す
る

緩
や
か
な
敬
意
で
あ
る
。
不
明
を
恥
じ
る
と
と
も
に
、
訂
正
し
た
い
。

（
13
）　

五
十
嵐
公
一
『
京
狩
野
三
代
の
生
き
残
り
物
語　

山
楽
・
山
雪
・
永
納
と
九
条
幸
家
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
二
年

（
14
）　

土
居
次
義
「
狩
野
山
楽
の
親
鸞
上
人
影
に
就
い
て
」『
近
世
絵
画
聚
考
』
芸
艸
堂
、
一
九
四
八

年

（
15
）　

武
田
恒
夫
「
東
本
願
寺
の
障
壁
画
」『
東
本
願
寺　

下
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
八
年

（
16
）　

多
田
羅
多
起
子
「
狩
野
山
雪
の
蘭
亭
曲
水
図
�
再
発
見
さ
れ
た
写
真
資
料
を
手
が
か
り
に
�
」

『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
五
〇
、
二
〇
一
四
年

（
17
）　

永
納
の
人
物
表
現
に
つ
い
て
は
、
五
十
嵐
公
一
企
画
「
狩
野
永
納
�
そ
の
多
彩
な
る
画
業
�
」

展
図
録
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
18
）　

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、『
国
華
』
四
四
号
に
紹
介
さ
れ
た
「
山
雪
筆
長
恨
歌
図
」
に
相

当
す
る
も
の
で
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
『
三
田
博
物
館
出
陳
目
録
』
に
も
掲
載
さ
れ
、「
九

鬼
家
本
」
と
呼
ば
れ
て
長
く
出
現
が
望
ま
れ
て
い
た
。
近
年
再
発
見
さ
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

に
収
蔵
さ
れ
た
。

（
19
）　

山
下
善
也
「
狩
野
山
楽
・
山
雪
に
つ
い
て
の
新
知
見
」
美
術
史
学
会
東
支
部
例
会
研
究
発
表
、

東
京
大
学
、
二
〇
一
四
年
四
月
十
二
日
。

（
20
）　
「
狩
野
永
納
家
伝
画
軸
序
」は
、林
鵞
峰『
鵞
峯
林
学
士
文
集
』巻
八
十
六
、寛
文
九
年（
一
六
六
九
）

正
月
、
所
収
。

（
21
）　

拙
稿
「
厳
選
の
山
楽
か
ら
、山
雪
の
全
貌
へ
―
京
都
の
狩
野
派
は
濃
い
」
前
掲
註
4
図
録
収
録
。

特
に
「
４
．
山
雪
は
じ
め
て
こ
れ
を
図
す
」
一
八
～
二
二
頁
。

※
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
十
九
日
（
火
）
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
研
究
会
に
お
い
て

筆
者
が
行
な
っ
た
研
究
発
表
「
狩
野
山
雪
筆
「
武
家
相
撲
絵
巻
」
一
巻
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
も
と
に

し
、
新
知
見
を
加
え
て
、
あ
ら
た
め
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
挿
図
に
つ
い
て
、「
武
家
相
撲
絵

巻
」
の
図
版
お
よ
び
挿
図
3
・
4
・
14
は
、
所
蔵
館
の
原
板
・
画
像
に
よ
る
。
挿
図
19
・
20
の
出
典
は
『
信

貴
山
縁
起
』（
日
本
絵
巻
大
成
第
四
巻
、中
央
公
論
社
、一
九
七
七
年
）、そ
れ
以
外
の
挿
図
は
『
狩
野
山
楽
・

山
雪
』
展
図
録
（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一
三
年
）
か
ら
転
載
し
た
。

（
や
ま
し
た　
よ
し
や
・
九
州
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
）
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